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１ 計画の概要 

⑴ 本計画策定の趣旨 

日本において少子化の認識が一般化したのは、平成元年（1989 年）の合計特殊出生率が

1.57 と、昭和 41 年（1966 年）の丙午の 1.58 を下回った年からといわれています（「1.57

ショック」）。その後、平成 20 年には合計特殊出生率が 1.37 と、人口維持に必要な水準であ

る 2.08 を大きく下回っています。 

現在の日本においては、少子化の進行と並行して高齢化が進行していることで、多岐にわた

る影響が懸念されています。経済面においては、労働力供給の減少（生産年齢人口の減少）に

よって引き起こされる経済活動の停滞や、高齢者扶養負担の必然的な増加が考えられます。 

また、地域社会においては、生産年齢人口の減少による地場産業の担い手不足の深刻化や、

子ども同士の交流機会の喪失などが起きていると考えられています。 

こうした現象を重くみた国は、平成３年（1991 年）に「健やかに子どもを生み育てる環境

づくりについて」を取りまとめるとともに、平成６年（1994 年）には「今後の子育て支援の

ための施策の基本的方向について」（エンゼルプラン）を策定し、緊急保育対策等５か年事業を

始めました。 

さらに、少子化の流れを変えるため、平成 11 年には「少子化対策推進基本方針」を発表し、

次いで少子化対策を総合的に検討するために、平成 15 年には「次世代育成支援対策推進法」

「少子化社会対策基本法」が制定されました。 

静岡県においても、子どもが尊重され、子育てが大切にされる社会、いきいきとした健康、

福祉社会（健やかに生み育てる環境づくり）の実現のため、平成 8 年（1996 年）に子育て

支援総合計画（ふじのくにエンゼルプラン）を策定しました。 

このような状況の中で、「少子化社会対策基本法」や「次世代育成支援推進法」の制定を受け、

既存の計画と整合性をとりつつ、本市でも平成 17 年（1999 年）に伊東市次世代育成支援行

動計画（前期計画）の策定を行いましたが、ニーズ調査により本市の現状を把握し、市民の意

向を踏まえた上で、地域全体で子育ての支援をより一層推進することとし、後期計画を策定し

ました。 

なお、平成２４年８月、子ども子育て支援法の施行に伴い、平成２７年３月に子ども子育て

支援事業計画を策定し、次世代育成支援行動計画の策定が任意化されました。 

  

⑵ 本計画の性格 

 本計画は、次世代育成支援対策推進法第８条第 1 項に基づき、すべての子育て家庭と子ども

たちを対象に、本市が今後推進していく次世代育成支援対策の目標や方向性を示したものです。 

 策定に際しては、市民による地域協議会の意見や、市民ニーズの調査の結果などを反映し策

定しています。 

  

⑶ 本計画の期間 

計画期間は、平成 17 年度（2005 年度）から平成 26 年度（2014 年度）までの 10 年間

を前期と後期の２期に分け、後期計画としては、平成 22 年度を初年度とし、目標年度を平成

26 年度とする 5 か年計画で取り組んでいきます。 

また、子どもを取り巻く社会や生活環境の変化などにより、事業の見直しが必要な場合にも、

１ 



伊東市次世代育成支援行動計画策定委員会や伊東市次世代育成支援対策地域協議会へ諮り、意

見要望を聞きながら適切に対応できるようにしていきます。 

なお、平成２７年３月に子ども子育て支援事業計画を策定しましたが、計画事業の円滑な引

継ぎ、執行等を図るため、平成２８年度まで計画を維持し、進捗状況等の把握、評価を実施し

ていきます。 

 

⑷ 基本理念 

わが国の急速な少子化は、これまでは、晩婚化・非婚化が理由といわれてきましたが、結婚

しても子どもを持たない夫婦が増加していることも新たな要因であると注目されています。 

 子どもを生まない理由として、子育ての大変さ等がいわれており、かつては、祖父母を含め

た多家族や、隣り近所の家族づきあいによる地域ぐるみでの子育てサポートがありましたが、

核家族化の進行により子育てについての指導や情報も少なく、子どもに「どう接するか」「どの

ように育てたらいいのか」自信を持てない親が増えつつあります。 

 さらに、就労しながら子育てすることの大変さが、子育てに対する不安や負担となり、出産

をためらわせていることも大きな要因として考えられます。 

 子育ては親が主体的に関わることを前提としながらも、「子どもは社会の宝である」との考え

から、社会全体で子育てを支援していくことが必要です。 

 こうした時代意識・社会環境にあって、本市においては、市民所得の著しい低下、出産・子

育て年齢にある女性の就労率の上昇、母子家庭の比率の高さなど、観光サービス業を基幹とす

る本市の市民生活上の特徴から、子育て環境の整備には、本市固有の視点が必要です。 

 わたしたちは、時代の状況や本市の子育て環境を改めて共通の認識とし、次代を担う子ども

を生み、はぐくむ世代を支え、かつ、次世代「伊東っ子」が健やかに育つ環境を、市民・行政

が協働してつくるため、次の基本理念を掲げ、その実現に向かって、道筋を明らかにした行動

計画を策定し、実施・推進していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基基  本本  理理  念念   

  

元元気気なな子子どどもものの声声ががすするるままちち  

「「伊伊東東」」  
 

２ 



⑸ 基本方針 

 本市の基本理念『元気な子どもの声がするまち「伊東」』に基づき、７つの基本方針を掲げ、

それぞれの施策を展開していきます。 
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基本方針 基本施策 

１ 地域における子育て支援の

推進 

（１）子育て支援におけるサービスの充実 

（２）保育サービスの充実 

（３）児童の健全育成 

（４）子育て支援団体のネットワークづくり 

２ 母親と乳幼児等の健康の確

保及び増進 

（１）子どもや母親の健康の確保 

（２）食育の推進 

（３）思春期保健対策の推進 

（４）小児医療の推進 

３ 子どもの心身の健やかな成

長に資する教育環境の整備 

（１）子どもの生きる力の育成に向けた学校の教育環境の整

備 

（２）家庭や地域の教育力の向上 

（３）子どもを取り巻く有害環境対策の推進 

４ 子育てを支援する生活環境の

整備 

（１）良質な住宅と良好な居住環境の整備 

（２）安全・安心うるおいのあるまちづくりの推進 

５ 就労と子育てとの両立の推進 （１）子育てを支援する就労環境の整備 

６ 子どもの安全の確保 （１）子どもの交通安全を確保するための活動の推進 

（２）子どもを犯罪等から守るための活動の推進 

７ 支援を必要とする子どもや家

庭への対応などきめ細やかな

取組の推進 

（１）児童虐待防止策の充実 

（２）障害児施策の充実 

３ 



№１ 育児サークルの育成・支援 

地域の母親同士が交流を持つことにより、悩みを解決できるよう、育児を支えあう仲間づくり

を支援することを目的として、育児サークル育成事業を実施しました。 

【担当課：健康医療課】 

平成２６年度の計画 平成２６年度の成果及び評価 平成２７年度の計画 

≪計画≫ 

サークル活動を支援し、育児不

安に対する軽減を図っていきま

す。 

 

≪成果・予算執行額≫ 

栄養講座、保健相談の講師の派

遣により正しい知識の提供、育児

不安の軽減を行い支援しました。 

≪評価≫ 目標達成 

既存のサークルへ講師派遣など

の支援を行いましたが、参加者の

減少により個々への負担が増え、

自主的な活動を継続することが困

難となっています。 

≪計画≫ 

母親同志の交流の場を設け、互

いに助け合う意識を育てサークル

育成に努めます。 

 

 

№２ 子育て支援センター事業の充実 

地域における子育て支援の充実を図るため、県補助事業である子育て支援事業費補助金交付要

綱の地域子育て支援拠点事業（一般型）として、乳幼児及びその保護者が相互の交流を行う場所

を開設し、子育てについての相談、情報の提供、助言その他の援助を行うなどの事業を実施しま

した。 

本事業の目標事業量は中学校区と同じ５か所を目標としており、平成２５年度から５か所の地

域子育て支援拠点事業所が開設されています。 

事業の実施に当たっては各地域子育て支援拠点施設間の連携、各施設での特色をいかした運営

や取り組みを行いました。 

【担当課：幼児教育課】 

平成２６年度の計画 平成２６年度の成果及び評価 平成２７年度の計画 

≪計画≫ 

５か所の地域子育て支援拠点事

業所で事業を実施します。（市直営

１か所で実施、公設民営保育園１

か所及び民営保育園３か所に委

託） 

 

 

≪成果・予算執行額≫ 

地域子育て支援拠点事業（一般

型）として、地域に出向いた支援

活動を宇佐美保育園及び八幡野保

育園、湯川保育園、伊豆栄光荻保

育園、川奈愛育クラブで行いまし

た。 

≪評価≫ 目標達成 

各地域子育て支援拠点事業所にお

いて、地域の特色を活かした事業

や公共施設を利用しての出張保育

等の支援活動を実施しました。 

≪計画≫ 

平成 27 年度に設置認可されるつ

くし保育園を加え、６か所の地域

子育て支援拠点で事業を実施しま

す。（市直営１か所で実施、公設民

営保育園１か所及び民営保育園４

か所に委託） 

 また、平成 28 年度に新保健福祉

施設を開設する予定となっている

ため、新地域子育て支援拠点施設

の事業実施に向け準備を進めて行

きます。 

２ 計画の進捗状況 

４ 



つどいの広場事業の展開 

つどいの広場事業（ひろば型）は平成１９年度から地域子育て支援拠点事業のうちの一事業とし

て位置づけられましたが、平成２５年度からの制度改正によりつどいの広場事業（ひろば型）が、

本市が実施している地域子育て支援拠点事業（一般型）として再編されることとなったことから一

般型として位置づけ社会福祉法人、ＮＰＯ法人、民間事業者等も事業を行うことが可能なことから

事業の新設の必要性を検討しました。 

【担当課：幼児教育課】 

平成２６年度の計画 平成２６年度の成果及び評価 平成２７年度の計画 

≪計画≫ 

 地域子育て支援拠点事業（一般

型）の新設を検討しました。 

 

≪成果・予算執行額≫ 

 検討を行いましたが、実施には

至りませんでした。 

≪評価≫ その他 

 利用者の要望等を見極める中で

必要性を検討しました。 

≪計画≫ 

 地域子育て支援拠点事業（一般

型）の新設を検討します。 

 

 

№３ 学童クラブ運営の充実 

学童クラブについては、伊東市児童クラブ事業実施要綱に基づき設置された７学童クラブ育成

会に事業を委託して実施しました。 

学童クラブの運営費等は、国の放課後子どもプラン推進事業費補助金交付要綱に基づく放課後

児童健全育成事業等の基準額を各クラブに委託料としているが、民間施設を借上げている１クラ

ブに対しては、施設借上料を市単独補助として支出しました。 

【担当課：幼児教育課】 

平成２６年度の計画 平成２６年度の成果及び評価 平成２７年度の計画 

≪計画≫ 

７学童クラブに運営費等の助成

を行います。 

 

 

 

≪成果・予算執行額≫ 

伊東市児童クラブ事業実施要綱に

基づき、市内７児童クラブ育成会

に事業を委託し、実施しました。 

≪評価≫ 目標達成 

 各学童クラブ育成会と伊東市放

課後児童健全育成事業委託契約を

締結し、国基準に基づく委託料で

学童クラブ運営事業を行った。 

≪計画≫ 

 ７学童クラブに事業を委託し、

実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 



新規学童クラブの設置の推進 

放課後に保護者がいない小学校低学年児童を預かる事業として、指導員を配置し実施しました。 

１０小学校区への設置を目標としているが、未設置地区の富戸、川奈、池の学童クラブ設置に対

する要望が低かった。 

【担当課：幼児教育課】 

平成２６年度の計画 平成２６年度の成果及び評価 平成２７年度の計画 

≪計画≫ 

未設置地区への設置を検討して

いきます。 

 

 

≪成果・予算執行額≫ 

 未設置となっている地区への設

置を検討しました。 

≪評価≫ 目標以下 

 未設置地区からの要望は低く、

引き続き設置を検討します。 

≪計画≫ 

保護者のニーズに応える中で必

要性の高い地区から設置につい

て、検討する。 

 

 

№４ 学童クラブ指導員の育成支援 

指導員の資質向上を図るための研修会を市で開催できるような取り組みを行いました。 

【担当課：幼児教育課】 

平成２６年度の計画 平成２６年度の成果及び評価 平成２７年度の計画 

≪計画≫ 

指導員に対する研修会の開催が

実施できるように取り組みます。 

 

 

 

≪成果・予算執行額≫ 

 指導員の資質向上を目的とした

研修会を開催しました。 

≪評価≫ 目標達成 

今後も指導員の資質向上を目的

とした研修会等の開催を実施しま

す。 

≪計画≫ 

 指導員に対する研修会の開催が

実施できるように取り組みます。 

 

 

 

 

№５ 児童健康支援一時預かり事業の充実 

本事業は、保育園等に通園している児童が病気や病気の回復期等で集団保育の困難な時期に、

当該児童を保育園や病院等に付設された専用スペースにおいて一時的に預かる事業です。 

事業は、保護者の子育てと就労の両方を支援することや、児童の健全な育成を図ることを目的

に静岡県川奈臨海学園に病児対応型保育を、川奈愛育クラブ、伊豆栄光富戸保育園及び伊豆栄光

湯川保育園に体調不良児対応型保育を委託し行いました。 

【担当課：幼児教育課】 

平成２６年度の計画 平成２６年度の成果及び評価 平成２７年度の計画 

≪計画≫ 

 事業の円滑な推進を図っていき

ます。 

 静岡県川奈臨海学園で病児対応

型を、川奈愛育クラブ、伊豆栄光

富戸保育園及び伊豆栄光湯川保育 

≪成果・予算執行額≫ 

 静岡県川奈臨海と川奈愛育クラ

ブ、伊豆栄光富戸保育及び伊豆栄

光湯川保育園に病児・病後児保育

事業を委託し、実施しました。 

≪評価≫ 目標以上 

≪計画≫ 

 引き続き、事業の円滑な推進を

図っていきます。 

 静岡県川奈臨海学園で病児対応

型を、川奈愛育クラブ、伊豆栄光

富戸保育園及び伊豆栄光湯川保育 

６ 



 

園で体調不良児対応型を実施しま

す。 

 

 病気により保育園等に通園でき

ない児童や事業実施保育園で保育

中に熱などにより体調不良となっ

た園児を保護者が迎えに来るまで

の間預かり、就労支援等を行いま

した。 

園で体調不良児対応型を実施しま

す。 

 

 

№６ 特定保育事業の充実 

パートタイムなど保護者の就労形態が多様化している中で、働き方に応じた保育需要に対応す

るため、保育所において一定程度（１か月当たり概ね６４時間以上）児童を保育する事業です。 

事業については、川奈愛育クラブに委託し、実施しました。 

【担当課：幼児教育課】 

平成２６年度の計画 平成２６年度の成果及び評価 平成２７年度の計画 

≪計画≫ 

引き続き、川奈愛育クラブに委

託し、事業を実施します。 

 

≪成果・予算執行額≫ 

 川奈愛育クラブに委託しました

が、事業実績はありませんでした。 

≪評価≫ 目標達成 

 特定保育を必要としている保護

者等多様な保育需要に対応して実

施していきます。 

≪計画≫ 

 子ども・子育て支援制度の開始

に伴い本事業は廃止されました。 

 

 

№７ 幼稚園を拠点とする支援活動事業の推進 

市立幼稚園１４園において、子育てに不安を持っている親の相談や入園前の子どもを持つ親に

対し、地域と連携した相談や在園児の教育に対する相談を行いました。 

また、幼稚園を拠点とした支援活動において、相談をしやすい方法等の検討を行いました。 

【担当課：幼児教育課】 

平成２６年度の計画 平成２６年度の成果及び評価 平成２７年度の計画 

≪計画≫ 

子育てに不安をもつ親の相談、

入園前教育に関する相談、在園児

教育に関する相談を行います。 

 各園に特別支援コーディネータ

ーを定め、子育て支援に対する体

制づくり整備を行います。 

 

≪成果・予算執行額≫ 

在園児教育に関する相談に対

し、支援活動の推進が図れた。 

 また、各園に特別支援コーディ

ネーターを定めることで相談体制

づくりの整備を図りました。 

≪評価≫ 目標以上 

 特別支援コーディネーターを定

め、相談体制づくりを行うととも

に、特別支援員の研修を行いまし

た。 

≪計画≫ 

 各幼稚園に在園生活や発育につ

いての相談窓口を設けます。 

 また、研修を通じて幼稚園職員

の相談援助機能の向上を図りま

す。 

 

 

７ 



№８ シルバー人材センター・女性連盟の育児支援サービスの充実 

シルバー人材センターにおける子育て支援として、シルバーワークプラザにおいて英語にふ

れあう教室「英語で遊ぼう」を開催し、子育てに対する支援を行いました。 

【担当課：産業課】 

平成２６年度の計画 平成２６年度の成果及び評価 平成２７年度の計画 

≪計画≫ 

シルバー人材センターにおい

て、子供に対する教育学習支援と

して英語教室を開催する。 

 

 

 

 

 

 

 

≪成果・予算執行額≫ 

シルバー人材センターによる

「英語で遊ぼう」教室を、２教室

実施。各教室、週１回、生徒数平

均１５人で通年開催。 

予算執行額：補助金 ― 円 

伊東市高齢者労働能力活用事業

補助金(15,000,000 円)のうち社会

参加促進事業(5,500,000 円)の一

部を利用し実施しました。 

≪評価≫ 目標達成 

親子で学ぶ英語教室を行い、子

育てに対する支援を行いました。 

≪計画≫ 

シルバー人材センターにおい

て、子供に対する教育学習支援と

して英語教室を開催する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

№８-１ ファミリー・サポート・センター事業の推進 

育児の援助を受けたい者と育児の援助ができる者からなる有償ボランティアの会員組織「伊東

市ファミリー・サポート・センター事業」を推進しました。 

【担当課：健康医療課】 

平成２６年度の計画 平成２６年度の成果及び評価 平成２７年度の計画 

≪計画≫ 

 ファミリー・サポート・センタ

ー事業を委託し、働く人たちの仕

事と子育ての両立を実施します。 

 

 

≪成果・予算執行額≫ 

 社会福祉法人伊東市社会福祉協

議会に委託し、提供会員と依頼会

員の相互援助活動による育児支援

を行いました。 

≪評価≫ 目標達成 

≪計画≫ 

 会員の増加を図り、育児の援助

の充実を図ります。 

 

 

 

 

№９ 乳幼児保育の民間保育所での実施 

民営保育園は、指定管理者の八幡野保育園、民設民営の伊豆栄光荻保育園、川奈愛育クラブ、

伊豆栄光富戸保育園、伊豆栄光湯川保育園の５園があり、民営保育園の運営は保護者からの多様

な要望に柔軟に迅速に対応できることから、民営保育園への入所申込みも多い 状況にあります。 

指定管理者を含めた民営保育園５園に保育措置を委託し、保育サービスの更なる充実を図る中

で、保護者の保育ニーズに対応しました。 

【担当課：幼児教育課】 

 

４ 

８ 



平成２６年度の計画 平成２６年度の成果及び評価 平成２７年度の計画 

≪計画≫ 

 指定管理者を含めた民営保育園

５園に保育措置を委託し、保育サ

ービスの充実を図ります。 

 

 

 

≪成果・予算執行額≫ 

民営保育園５園に保育措置を委

託し、実施しました。 

≪評価≫ 目標達成 

 民営保育園５園に保育措置を委

託し、多様な保育要望に対応しま

した。 

≪計画≫ 

 平成 27 年度に設置認可されるつ

くし保育園を含め、指定管理者を

含めた民営保育園５園に保育運営

を委託し、保育サービスの充実を

図ります。 

 

 

№10 保育所の整備促進 

待機児童が毎年発生しているため、平成２７年度の新設保育園建設のため、安心こども基金を

活用した民間保育所の施設整備の準備を実施しました。 

【担当課：幼児教育課】 

平成２６年度の計画 平成２６年度の成果及び評価 平成２７年度の計画 

≪計画≫ 

 平成２７年４月開設予定のつく

し保育園施設整備のための本体工

事費及び土地借料について社会福

祉法人伊東つくし会へ補助する。 

 

 

≪成果・予算執行額≫ 

 県補助金（保育所等整備事業）

を活用し、つくし保育園設立のた

め、施設整備を実施した。 

≪評価≫ 目標達成 

定員 60 人。地域子育て支援拠点

施設併設 

≪計画≫ 

 待機児童解消のため、施設整備

を検討する。  

 

 

 

 

№11 乳幼児保育を実施している認可外の民間保育所への助成の充実 

保育待機児童解決策の一環として、乳幼児保育を行っている認可外保育所の経営を安定させる

目的で助成を継続して行いました。 

助成は、伊東市民間保育に関する補助金交付要綱に基づいて行い、乳児共同保育所つくし保育

園に助成金を交付しました。 

【担当課：幼児教育課】 

平成２６年度の計画 平成２６年度の成果及び評価 平成２７年度の計画 

≪計画≫ 

 無認可保育所の運営は厳しく、

継続して助成を行います。 

 

 

 

≪成果・予算執行額≫ 

 乳児共同保育所つくし保育園の

経営安定のため、助成を行いまし

た。 

 

≪評価≫ 目標達成 

 乳幼児共同保育所つくし保育園

に助成し、無認可保育所の運営に

対する助成が図られました。 

≪計画≫ 

無認可保育所として助成してい

た乳児共同保育所つくし保育園が

平成 27 年度認可保育所として設置

認可されたため、計画を終了しま

す。 

 

 

９ 



№12 乳児保育・障害児保育の充実 

乳児保育は伊東市立玖須美保育園、伊東市立八幡野保育園、伊豆栄光荻保育園、川奈愛育クラ

ブ、伊豆栄光富戸保育園及び伊豆栄光湯川保育園で実施しています。 

障害をもった児童の一般保育園への入園は、健常児の入園と同様に保護者の就労等により入園

を決定しています。 

また、障害の程度により必要となる保育士を加配して配置するなどの措置を行いました。 

【担当課：幼児教育課】 

平成２６年度の計画 平成２６年度の成果及び評価 平成２７年度の計画 

≪計画≫ 

 乳児保育・障害児保育を必要と

する保護者の要求に応え、引き続

き事業を継続していきます。 

 

 

 

 

 

 

≪成果・予算執行額≫ 

 民営保育園に対する伊東市民間

保育所障害児保育事業費補助金は

交付していませんが、支援を必要

とする児童の受け入れを行いまし

た。 

また、公立保育園で職員加配を

行い、障害児保育を実施しました。 

≪評価≫ 目標達成 

 乳児保育及び障害児保育を実施

し、障害児保育を必要としている

保護者の就労支援と子育て支援を

行いました。 

≪計画≫ 

 乳児保育・障害児保育を必要と

する保護者の要求に応え、引き続

き事業を継続します。 

 

 

 

 

 

 

 

№13 緊急一時保育の充実 

日常、保育所を利用していない家庭において、一時的に保育が困難となる場合に、児童を預か

る事業です。現在は、一時預かり事業として、民営保育園３園（八幡野保育園、伊豆栄光荻保育

園、川奈愛育クラブ）に委託や補助金を交付して事業を実施しました。 

【担当課：幼児教育課】 

平成２６年度の計画 平成２６年度の成果及び評価 平成２７年度の計画 

≪計画≫ 

民営保育園３園での事業を継続

して実施していきます。 

 

 

 

 

≪成果・予算執行額≫ 

一時預り事業を八幡野保育園に

委託し、伊豆栄光荻保育園と川奈

愛育クラブに事業費に伴う補助金

を交付し、実施しました。 

≪評価≫ 目標達成 

 民営保育園３園で一時預り事業

を実施し、保護者等の保育需要に

対応できました。 

≪計画≫ 

 引き続き、民営保育園３園での

事業を継続して実施します。 
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№14 休日保育の充実 

休日保育事業は日曜・祝日等に保護者が勤務等により児童の保育ができずに保育に欠けてしま

う場合に児童を預かる事業です。 

事業の実施については、伊東市立保育所休日保育実施要綱に基づき事業を行い、公立、私立保

育園全園で実施しました。 

また、観光産業に携わる保護者が多いことなどから、休日保育の利用者は多く、保護者の需要

に適合した事業となっています。 

【担当課：幼児教育課】 

平成２６年度の計画 平成２６年度の成果及び評価 平成２７年度の計画 

≪計画≫ 

 全園で休日保育を実施し、保護

者の要望に応えていきます。 

 

 

 

 

 

≪成果・予算執行額≫ 

 公営保育園全園（４園）と民営

保育園５園で休日保育を実施しま

した。 

≪評価≫ 目標達成 

 休日保育利用者は多く、保護者

の要望に対応しています。 

 

≪計画≫ 

 平成２７年４月に設置認可され

たつくし保育園を含め、全園で休

日保育を実施し、保護者の要望に

応えていきますが、子ども・子育

て支援新制度により、委託料は公

定価格に加算額として組み入れら

れることとなりました。 

 

№15 延長保育の充実 

延長保育促進事業は、民営保育園（八幡野保育園、伊豆栄光荻保育園、川奈愛育クラブ、伊豆

栄光富戸保育園、伊豆栄光湯川保育園）で実施し、多様化する就業形態に対応できるように、延

長保育を実施しました。 

【担当課：幼児教育課】 

平成２６年度の計画 平成２６年度の成果及び評価 平成２７年度の計画 

≪計画≫ 

 民営保育園 5 園で、延長保育促

進事業を実施していきます。 

 

 

 

≪成果・予算執行額≫ 

 民営保育園 5 園で延長保育促進

事業を実施しました。 

≪評価≫ 目標達成 

 民営保育園５園で延長保育を実

施することにより、通常保育時間

では対応できない保護者の就労支

援を行いました。 

≪計画≫ 

 平成 27 年 4 月に設置認可された

つくし保育園を含め、民営保育園

６園で、延長保育促進事業を実施

します。 

 

 

№16 第三者評価委員制度の導入 

第三者評価制度とは、保育園の提供する福祉サービスの質を、事業所及び利用者以外の公平・

中立な第三者機関（専門家による評価機関という）が、専門的かつ客観的立場から評価するも

のです。本市における同制度の導入については、検討しました。 

【担当課：幼児教育課】 
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平成２６年度の計画 平成２６年度の成果及び評価 平成２７年度の計画 

≪計画≫ 

 次年度からの実施に向けて検討

します。 

 

 

 

≪成果・予算執行額≫ 

 第三者評価委員制度については

取り組みができなかったが、各保

育園では自己評価等を行いまし

た。 

≪評価≫ 目標以下 

第三者評価委員制度の実施によ

りより良い保育園となるよう導入

に向けて検討します。 

≪計画≫ 

 引き続き、同制度の導入に向け

て検討します。 

 

 

 

 

№17 スポーツ少年団の育成 

研修会を開催し、指導者及び団員の育成に努めました。 

【担当課：生涯学習課】 

平成２６年度の計画 平成２６年度の成果及び評価 平成２７年度の計画 

≪計画≫ 

 スポーツ少年団研修会や交流体

育大会を開催し、各スポーツ少年

団の交流や親睦を行い、指導者の

向上及び団員の育成に努めます。 

 

≪成果・予算執行額≫ 

 スポーツ少年団指導者協議会、

理事会、総会、交流体育大会、オ

レンジビーチマラソン大会の参加

等を行いました。 

≪評価≫ 目標達成 

≪計画≫ 

 スポーツ少年団研修会や交流体

育大会を開催し、各スポーツ少年

団の交流や親睦を行い、指導者の

向上及び団員の育成に努めます。 

 

 

№18 公共施設を利用した講座・教室の開設事業への支援 

子どもの健全育成支援事業として、小学生ふるさと教室（年１３講座）を実施しました。 

【担当課：生涯学習課】 

平成２６年度の計画 平成２６年度の成果及び評価 平成２７年度の計画 

≪計画≫ 

 市内の公共施設等を利用し、児

童対象のさまざまな体験学習を関

係団体の協力を得て実施し、子ど

もの健全育成を支援します。 

≪成果・予算執行額≫ 

 年間を通じて小学生ふるさと教

室（１３講座）を開催し、延べ５

６６人の受講生が参加しました。 

≪評価≫ 目標達成 

≪計画≫ 

 市内の公共施設等を利用し、児

童対象のさまざまな体験学習を関

係団体の協力を得て実施し、子ど

もの健全育成を支援します。 

 

№19 図書館活動の充実 

子どもが本と出合い、読書を楽しむことのできる場所及び機会を増やすため、おはなし会

（春・夏・冬）や移動図書館、ブックスタート事業を実施しました。 

【担当課：生涯学習課】 

平成２６年度の計画 平成２６年度の成果及び評価 平成２７年度の計画 

≪計画≫ 

 子どもたちが本に親しむための 

≪成果・予算執行額≫ 

 おはなし会（毎週土曜日）、季節 

≪計画≫ 

 子どもたちが本に親しむための 
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各事業を実施することにより本の

楽しさを知ってもらい、子どもの

読書活動推進を図ります。 

 

 

 

のおはなし会（年３回）、出張読み

聞かせ、ワークショップ、講演会、

移動図書館「ともだち号」の運行、

ブックスタート事業を実施しまし

た。 

≪評価≫ 目標達成 

多くの子どもたちが利用しまし

た。 

各事業を実施することにより本の

楽しさを知ってもらい、子どもの

読書活動推進を図ります。 

 

 

 

 

№20 都市公園の整備充実 

本市の都市計画公園は２３公園、面積１１７．８４ヘクタールが都市計画決定されておりま

す。このうち内開設されている公園は２０公園、面積は５４．０ヘクタールとなっています。 

国の基準では、公園整備に関する住民１人当たり敷地面積は、１０平方メートル以上、市街

地部では５平方メートル以上となっています。現状は、各々８平方メートル、４平方メートル

であり、基準を満たない現状にありますが、公園は、子供たちが日常的に自然とふれあいなが

ら遊ぶ場として、また、地域住民の憩いの場や、災害等における一時避難所として利用できる

場所として整備を進めてまいります。 

【担当課：都市計画課】 

平成２６年度の計画 平成２６年度の成果及び評価 平成２７年度の計画 

≪計画≫ 

身近に親しめる公園整備を目指

し、伊東公園等の都市公園の整備

を行います。 

 

 

 

 

 

 

≪成果・予算執行額≫ 

伊東公園では、安全性向上のた

め手すり、転落防止柵の設置や張

芝、シバサクラの植栽を行い、の

り面の安定を図りました。 

小室山公園については、つつじ

園等の園庭の整備を行いました。 

≪評価≫ 目標達成 

 施設の改良・整備により安全

性・利便性が図られました。 

≪計画≫ 

身近に親しめる公園整備を目指

し、小室山公園等の都市公園の整

備を行います。 

 

 

 

 

 

 

№21 児童館活動の充実 

児童館は、児童福祉法（昭和 22 年法律第 164 号）に基づく児童厚生施設であって、児童に健

全な遊びを与えて、その健康を増進し、情操を豊かにすることを目的としています。 

平成１８年度から伊東市中央児童館と伊東市玖須美児童館とも指定管理者制度に移行し、社

会福祉法人城ヶ崎いこいの里に運営を委託しました。 

運営に当たっては、休館日の見直しを図り、サービス向上を推進するため、これまで配置し

ていた児童厚生員を継続して法人職員として採用するなどに心がけ、子どもの自主性・社会性・

創造性を高める遊びを指導し、中学生には居場所づくりを提供する中で、次代の指導者として

の育成を図る事業を行いました。 

【担当課：健康医療課】 
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平成２６年度の計画 平成２６年度の成果及び評価 平成２７年度の計画 

≪計画≫ 

 指定管理者制度に基づき、社会

福祉法人城ヶ崎いこいの里に運営

を委託し、更なる児童館活動の充

実を図ります。  

 また、老朽化してきている施設

の修繕・保守について、法人と協

議し万全を期していきます。 

 

 

≪成果・予算執行額≫ 

 利用者の要望に対応し、児童に

健全な遊びを与えて、その健康の

増進と情緒を豊かにする事業を実

施しました。 

≪評価≫ 目標達成 

 指定管理者制度に移行し、利用

者の要望に柔軟に対応した児童館

活動を通し、児童の健全育成及び

保護者の子育て支援を図ることが

できました。  

≪計画≫ 

 児童に健全な遊びを与えて、そ

の健康を増進し、情操を豊かにす

るため、活動の充実を図ります。  

 また、老朽化してきている施設

の修繕・保守について、法人と協

議し万全を期していきます。 

 

 

 

№22 学校開放事業の推進 

市内小中学校の屋内運動場及び屋外運動場を市民に開放し、スポーツ活動の推進を図りまし

た。 

【担当課：生涯学習課】 

平成２６年度の計画 平成２６年度の成果及び評価 平成２７年度の計画 

≪計画≫ 

 市内小中学校において、学校教

育に支障のない範囲で屋内運動場

及び屋外運動場を市民に開放し、

スポーツ活動の推進を図ります。 

≪成果・予算執行額≫ 

市内 15 の小中学校の屋内運動場

及び屋外運動場を解放し、延べ

6,178 件、148,969 人の利用があり

ました。 

≪評価≫ 目標達成 

≪計画≫ 

 市内小中学校において、学校教

育に支障のない範囲で屋内運動場

及び屋外運動場を市民に開放し、

スポーツ活動の推進を図ります。 

 

 

№23 遊びのリーダー養成事業への支援 

中学生及び高校生対象としてリーダー養成事業、夢チャレンジくらぶ（年１２講座）を実施

しました。 

【担当課：生涯学習課】 

平成２６年度の計画 平成２６年度の成果及び評価 平成２７年度の計画 

≪計画≫ 

子どもにとっての遊びの重要性

を啓発し、遊びのリーダー育成事

業活動を支援します。 

 

 

≪成果・予算執行額≫ 

年間を通じてリーダー養成事業

（夢チャレンジくらぶ、１２講座）

を開催し、延べ 18 人の受講生が参

加しました。 

≪評価≫ 目標達成 

≪計画≫ 

子どもにとっての遊びの重要性

を啓発し、遊びのリーダー育成事

業活動を支援します。 
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№24 ひとり親家庭への相談・援助体制の充実 

家庭児童相談室や健康医療課の母子保健業務を通じて、相談・援助を実施しました。 

【担当課：健康医療課】 

平成２６年度の計画 平成２６年度の成果及び評価 平成２７年度の計画 

≪計画≫ 

 家庭児童相談室での相談受付

や、保健師による訪問等を通じて

相談・援助体制を維持していきま

す。 

 

≪成果・予算執行額≫ 

 家庭児童相談室等の活動を通じ

て、相談・援助体制を他の事業と

連携し、維持しました。 

≪評価≫ 目標達成 

 家庭児童相談室や健康医療課の

母子保健業務等を通じて、相談・

援助を行いました。 

≪計画≫ 

 家庭児童相談室での相談受付

や、保健師による訪問等を通じて

相談・援助体制を維持していきま

す。 

※他の事業と一体化して執行して

いきます。 

 

 

№25 児童育成関係団体の活動支援 

児童の健全育成活動の一環として各種イベントへの参加や、研修会等の活動を通じて母親の

連携を促進し、親子のふれあいを深めている母親クラブの事業に補助金を交付しました。 

【担当課：健康医療課】 

平成２６年度の計画 平成２６年度の成果及び評価 平成２７年度の計画 

≪計画≫ 

 母親クラブの事業活動に対し補

助金を交付し、クラブの運営の支

援を通し、児童の健全育成の推進

を図ります。 

 

 

≪成果・予算執行額≫ 

 市内の母親クラブの事業活動に

補助金を交付し、各種イベント等

などを関係機関と連携し、実施し

ました。 

≪評価≫ 目標達成  

 児童の健全育成の一環として、

親子のふれあいを深める活動をし

ている母親クラブの運営支援を図

りました。 

≪計画≫ 

 母親クラブの事業活動に対し補

助金を交付し、クラブの運営の支

援を通し、児童の健全育成の推進

を図ります。 

 

 

 

№26 保健委員連絡協議会の育成 

地域一体となった子育て支援に取り組むため、保健委員連絡協議会に育児教室での保育を依

頼しています。 

各育児教室に保健委員が参加することにより、地域の子育て力の活性化につながりました。 

【担当課：健康医療課】 

平成２６年度の計画 平成２６年度の成果及び評価 平成２７年度の計画 

≪計画≫ 

地域で子どもを守り育てられる

よう、乳幼児とその親を対象とし

た教室に保健委員の協力を依頼し 

≪成果・予算執行額≫ 

すこやか育児教室、ほっとサロ

ン、２歳児健康教室、食育講座等

に延べ 162 人の保健委員の参加が 

≪計画≫ 

地域で子どもを守り育てられる

よう、乳幼児とその親を対象とし

た教室に保健委員の協力を依頼し 
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ていきます。 

 

ありました。 

≪評価≫ 目標達成 

 各地域の保健委員が参加するこ

とで、親子が地域とつながるきっ

かけとなりました。子育てへの関

心の高い保健委員は引き続きボラ

ンティアとして協力するなど地域

の子育て力の活性化につながりま

した。 

ていきます。 

 

 

№27 心配ごと相談事業 

伊東市民生委員・児童委員が心配ごと相談員となり、相談を受け付けました。 

【担当課：社会福祉課】 

平成２６年度の計画 平成２６年度の成果及び評価 平成２７年度の計画 

≪計画≫ 

 伊東市社会福祉協議会が中心と

なり、伊東市民生委員児童委員協

議会等とともに、気軽に相談でき

る窓口として、相談者の立場で相

談者自身の力を引き出しながら、

地域で自立できるように援助をし

ます。 

 

≪成果・予算執行額≫ 

相談件数      782 件 

 内訳：心配ごと相談 17 件 

     総合相談  765 件 

（この相談件数は、児童に関する

こと以外も含む。） 

≪評価≫ 目標達成 

 市民が抱える日常生活上での課

題等に、民生児童委員、女性相談

員が相談に応じ、助言、関連機関

の紹介等を行うことで、問題解決

に向けての一助となった。 

≪計画≫ 

 伊東市社会福祉協議会が中心と

なり、伊東市民生委員児童委員協

議会等とともに、気軽に相談でき

る窓口として、相談者の立場で相

談者自身の力を引き出しながら、

地域で自立できるように援助をし

ます。 

 

 

№28 民生委員児童委員協議会主任児童委員連絡会への支援 

主任児童委員が連絡会を組織し、毎月定例会を開き、活動報告や意見交換を行っているほか、

自主研修や、自主活動を行いました。 

【担当課：社会福祉課】 

平成２６年度の計画 平成２６年度の成果及び評価 平成２７年度の計画 

≪計画≫ 

 主任児童委員が連絡会を組織

し、月に１回定例会を開き、活動

報告や意見交換を行っているほ

か、ほっとサロンへの派遣や、自

主研修、自主活動を行います。 

また、市民生委員児童委員協議

会理事会との連携を図るため、理 

≪成果・予算執行額≫ 

連絡会を 11 回実施。市内外から

講師を招き、勉強会に力を入れま

した。 

 ほっとサロンへの派遣（15 回）

や、子育て支援マップを増刷し、

主任児童委員に対する認知度を上

げることができました。 

≪計画≫ 

主任児童委員が連絡会を組織

し、月に１回定例会を開き、活動

報告や意見交換を行うとともに、

ほっとサロンへの派遣や、自主研

修、自主活動を行います。 

また、市民生委員児童委員協議

会理事会との連携を図るため、理 
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事会に連絡会の会議録の提出や、

民生委員と直接関わる業務がある

ときは、必要に応じて理事会への

出席を行うよう検討しています。 

 

≪評価≫ 目標達成 

連絡会や自主活動により、地域

での児童の実情や問題点を把握で

きました。 

事会に連絡会の会議録の提出や、

各地区の定例会において、主任児

童委員が連絡会の様子を報告する

場を設けるなど、協力体制の強化

に努めていきます。 

 

№29 遊び場の提供 

未就園児や地域の子どもに対し、遊び場として幼稚園園庭・学校校庭の開放を休園・休校時

にも行うことで、子育て支援の推進を図りました。 

【担当課：幼児教育課】 

平成２６年度の計画 平成２６年度の成果及び評価 平成２７年度の計画 

≪計画≫ 

地域の子どもや未就園児に対

し、園庭、校庭を開放し、遊び場

の提供を行います。 

 

 

≪成果・予算執行額≫ 

遊び場が減少する中、施設（幼

稚園・学校）の休園、休校時にも

開放することで、子どもの遊び場

の提供が図れました。 

≪評価≫ 目標達成 

≪計画≫ 

地域の子どもや未就園児に対

し、園庭、校庭を開放し、遊び場

の提供を行います。 

 

 

 

№30 子育て支援に関する相談窓口の設置などサポート体制の検討 

育児、生徒指導、情緒障害、非行、不登校、いじめ、虐待等についての電話相談や面接及び

心理判定、家庭訪問等により、家庭や児童の福祉の向上を図りました。 

【担当課：健康医療課】 

平成２６年度の計画 平成２６年度の成果及び評価 平成２７年度の計画 

≪計画≫ 

援助を必要とする家庭への支援

を行います。 

 

 

 

 

 

≪成果・予算執行額≫ 

 家庭児童相談室において、子育

ての悩みや、いじめ、虐待等の相

談業務を行ないました。 

 家庭児童相談員２人、社会福祉

主事２人、学校心理士１人 

≪評価≫ 目標達成 

 電話相談や面接等を実施するこ

とにより、子育てに悩みや不安を

持つ親への支援ができました。 

≪計画≫ 

援助を必要とする家庭への支援

を行います。 

 

 

 

 

 

 

№31 子育て支援に関する支援サービスなどの情報提供 

子育て支援に関する情報の提供は、地域子育て支援拠点事業を実施している５保育園（宇佐

美保育園、八幡野保育園、伊豆栄光荻保育園、川奈愛育クラブ、伊豆栄光湯川保育園）で行う

とともに、担当課に配置された保育コンシェルジュから情報の提供を行いました。 

【担当課：幼児教育課】 
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平成２６年度の計画 平成２６年度の成果及び評価 平成２７年度の計画 

≪計画≫ 

 地域子育て支援拠点施設での子

育て支援に関する関連情報の提供

を行うとともに、子ども・子育て

支援新制度に関わる情報を提供

し、利用者支援事業として、子ど

も及びその保護者等が保育園・幼

稚園等の施設利用や一時預り等の

地域の子育て支援事業等を円滑に

利用できるよう対応します。 

 

≪成果・予算執行額≫ 

 ５か所の地域子育て支援拠点施

設を通して、子育てに関する情報

の提供を行った。また、担当課に

配置された利用者支援事業専門員

から子育て支援情報の提供を行い

ました。 

≪評価≫ 目標達成 

 子育て支援の充実を図るために

も情報を的確に提供できるよう、

今後も、情報提供体制を構築しま

す。 

≪計画≫ 

 利用者支援事業を中心として、

地域子育て支援拠点施設との連絡

体制を密にし、子育て支援に関す

る情報提供を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

№32 妊婦健康診査の充実 

妊婦の健康管理の向上を図ることを目的として実施される妊婦健康診査に対し、妊婦 1 人に

つき１４回の健診費用を補助しました。 

【担当課：健康医療課】 

平成２６年度の計画 平成２６年度の成果及び評価 平成２７年度の計画 

≪計画≫ 

妊婦が安心して妊・出産が出来

る体制を確保することを目的とし

て、妊婦一人につき 14 回の健診を

公費助成できるよう医療機関及び

助産所に委託して実施します。 

 

 

 

≪成果・予算執行額≫ 

９割の妊婦が妊娠初期から健診

を受けています。 

≪評価≫ 目標達成 

初期に受診している妊婦には、

母子の健康確保を早期に行うこと

ができました。全ての妊婦が早期

に受診ができるよう相談窓口の充

実、他機関との連携を図ります。 

≪計画≫ 

妊婦が安心して妊・出産が出来

る体制を確保するため、妊婦一人

につき 14 回の健診を公費助成でき

るよう医療機関及び助産所に委託

して実施します。 

 

 

№33 マタニティ教室の充実 

妊婦自身が自分の健康を保持し、育児に対して積極的に臨めるよう援助することを目的とし

て、妊婦及びその家族を対象にマタニティ教室を実施しました。 

【担当課：健康医療課】 

平成２６年度の計画 平成２６年度の成果及び評価 平成２７度の計画 

≪計画≫ 

妊娠中からの交流や関心の高い

講習会を通じ、妊婦の不安を軽減

し、出産･育児に対し援助していく 

≪成果・予算執行額≫ 

妊婦やその家族等、延べ３６人

に妊娠時に必要な知識の提供を行

いました。 

≪計画≫ 

 妊娠・出産についての正しい知

識の提供と母親の健康づくりを支

援していくとともに、産婦人科等 
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とともに、事業の周知の強化と

市民病院等他機関との連携も図っ

ていきます。 

 

≪評価≫ 目標達成 

 出産医療機関での受講や女性の

就業も高まり、参加者数の減少が

続いています。 

医療機関との連携も強化します。 

 

 

 

 

№34 家庭訪問の充実 

母子が健康を保持し、子どもの発育・発達状況にあった育児ができるように働きかけること

を目的として、家庭訪問事業を実施しました。 

母子訪問指導員及び保健師が訪問し、身体計測・保健指導等を実施しました。 

【担当課：健康医療課】 

平成２６年度の計画 平成２６年度の成果及び評価 平成２７年度の計画 

≪計画≫ 

生後 4 ヶ月までの乳児全戸訪問

事業や、乳幼児とその家族を訪問

し、子どもの発育･発達に応じた育

児への支援や虐待の早期発見、予

防等に努めます。 

 

≪成果・予算執行額≫ 

乳・幼児延べ 870 人・妊産婦延

べ 615 人を訪問し、子どもの発育･

発達に応じた育児指導を実施しま

した。 

≪評価≫ 目標達成  

 乳児のいる家庭を訪問し、育児

不安の軽減や育児方法への支援を

行うことができました。 

≪計画≫ 

乳幼児とその家族を訪問し、子

どもの発育･発達に応じた育児へ

の支援を行います。また、新たに

養育支援訪問事業を行い適切な養

育環境を整えます。 

 

 

№35 乳児健康診査（４か月児・１０か月児）の充実 

乳児の健康の保持増進を図ることを目的として、４か月児・１０か月児の健康診査を医療機

関に委託し、健診費用の補助をしました。 

【担当課：健康医療課】 

平成２６年度の計画 平成２６年度の成果及び評価 平成２７年度の計画 

≪計画≫ 

乳児の健康の保持増進を図るた

め、指定小児科医療機関で個別に

健診を実施します。 

 

 

 

≪成果・予算執行額≫ 

４か月児健康診査受診者 363 人

（受診率 97.1％）、10 か月児健康

診査受診者 337 人（受診率 86.9％）

が受診しました。 

≪評価≫ 目標達成 

 4 ヶ月健康診査は 90％を超える

受診率を毎年維持できています。

10 ヶ月健康診査は 80％後半の受診

率で横ばいが続いています。受診

率向上のための積極的な勧奨が必

要です。 

≪計画≫ 

乳児の健康の保持増進を図るた

め、指定小児科医療機関で個別に

健診を実施します。また、未受診

者への受診勧奨にも取り組みま

す。 
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№36 乳児教室（すこやか育児教室・２歳児健康教室）の充実 

乳幼児の健全な育成を図るため、４～６か月児の保護者に対し乳幼児の成長、発達及び育児

についての知識や情報を提供するため講習会を実施しました。また、２歳児の保護者を対象に

歯科保健や栄養等の講習会を実施しました。これらの事業を乳児から幼児までの継続した子育

て支援事業として位置づけました。 

【担当課：健康医療課】 

平成２６年度の計画 平成２６年度の成果及び評価 平成２７年度の計画 

≪計画≫ 

乳児から幼児までの継続した子

育て支援事業として実施します。 

 

 

 

 

≪成果・予算執行額≫ 

すこやか育児教室を年６回開催

し、151 組の親子の参加でした。2

歳児健康教室を年 12 回開催し、346

人の参加でした。 

≪評価≫ 目標達成 

 年齢に応じた発育発達の支援や

育児不安の解消が行えました。 

≪計画≫ 

子育て支援事業として実施、周

知の強化、医療機関との連携も積

極的に行います。 

 

 

 

 

№37 幼児健康診査の充実 

毎月第３水曜日（１歳６か月児）と毎月第２水曜日（３歳児）に問診、身体計測、内科、歯

科健診、保健、栄養、歯科、心理相談等を実施しました。また、１歳６か月から３歳までの幼

児に対し、フッ素塗布事業、３歳児に眼科検査を健診時に実施しました。 

【担当課：健康医療課】 

平成２６年度の計画 平成２６年度の成果及び評価 平成２７年度の計画 

≪計画≫ 

専門スタッフによる健康診査を

実施し、異常の早期発見や健康の

保持、増進のための助言を行いま

す。 

 

 

 

 

 

≪成果・予算執行額≫ 

１歳６か月児健康診査受診者は

375 人（受診率 94.9％）、３歳児健

康診査受診者 437 人（受診率

99.5％）でした。 

≪評価≫ 目標達成 

 95％を超える受診率となり、異

常の早期発見や健康保持・増進の

ための助言を行うことができまし

た。 

≪計画≫ 

専門スタッフによる健康診査を

実施し、異常の早期発見や健康の

保持、増進のための助言を行いま

す。 
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№38 母子保健相談の充実 

地域に保健師等が出向き、交流の場として「サロン」を提供し、育児相談や身体測定を実施

する中で、地域の人々とのつながりを作り乳幼児が健やかに成長することを図りました。 

【担当課：健康医療課】 

平成２６年度の計画 平成２６年度の成果及び評価 平成２７年度の計画 

≪計画≫ 

乳児から１歳半までの親子を対

象に、育児相談や交流の場として

「サロン」を提供し、地域の人々

とのつながりの中で乳幼児が健や

かに成長できるよう、各コミュニ

ティセンターでの開催をします。 

 

 

≪成果・予算執行額≫ 

参加者 911 人（36 回）、栄養講話

62 人（６回）、歯科講話 102 人（7

回）でした。 

≪評価≫ 目標達成 

 親同士の交流や子育ての悩みや

不安を解消する場となり、親子が

健やかに成長できるよう支援が行

えました。 

≪計画≫ 

乳児から１歳半までの親子を対

象に、育児相談や交流の場として

「サロン」を提供し、地域の人々

とのつながりの中で乳幼児が健や

かに成長できるよう、各コミュニ

ティセンターでの開催をします。 

 

 

№39 乳幼児育児不安等対策事業の充実 

育児不安の強い母親を対象に、親子遊びや、母親同士の交流の場を設け、個別指導も実施し

ました。また、家庭訪問型子育て支援事業を民間団体に委託し、地域との協働により安心して

子育てできる体制の推進を図りました。 

 【担当課：健康医療課】 

平成２６年度の計画 平成２６年度の成果及び評価 平成２７年度の計画 

≪計画≫ 

年 36 回教室を実施し親子の健全

な心の関係づくりを図ります。 

家庭訪問型子育て支援事業を民

間団体に委託し、地域と行政の協

働により安心して子育てできる体

制を推進します。 

 

 

≪成果・予算執行額≫ 

年 36 回延べ 572 人の親子の参加

でした。家庭訪問型子育て支援事

業述べ 194 人の訪問を行いました。 

（家庭訪問型子育て支援事業 

≪評価≫ 目標達成 

 遊びの提供や親支援を通して、

親子が満足し育児不安を解消する

ことができました。 

≪計画≫ 

年 36 回教室を実施し親子の健全

な心の関係づくりを図ります。 

また、家庭訪問型子育て支援事

業を引く続き民間団体に委託し地

域と行政の協働より安心して子育

てできる体制を推進します。 

 

 

 

№40 健康づくり食生活推進協議会の育成 

会員による栄養に関する調査、研究、健康づくり、食生活に関する教室の開催等により、健

康づくりのための食生活の大切さなど食事バランスガイドの啓発及び普及に努め、地域や幼稚

園、保育園、通学合宿での食育活動に対して支援を行いました。 

【担当課：健康医療課】 

平成２６年度の計画 平成２６年度の成果及び評価 平成２７年度の計画 

≪計画≫ 

地域の健康づくりの担い手とし 

≪成果・予算執行額≫ 

市民を対象とした講習会等 115  

≪計画≫ 

 0 歳から高齢者までの食育を推 
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て知識の向上に努め、地域の健

康づくりの普及・啓発活動の回数

増加を計画しています。 

 0 歳から高齢者までの市民を対

象とした教室・講習会等の開催を

健康づくり食生活推進協議会に委

託して行います。 

回、述べ 2,436 人、イベント 4

回述べ 6,987 人が参加しました。 

≪評価≫ 目標達成 

実績が増加し、食を通じた地域

の健康づくりを充実させることが

できました。 

進していくために知識の向上に努

め、地域の健康づくりの普及・啓

発活動の充実を計画しています。 

 市民を対象とした講習会やイベ

ント等の開催を健康づくり食生活

推進協議会に委託して行います。 

 

 

№41 地域における食に関する学習の機会の充実 

食事に対する大切さが認識され、食育に対する関心が高まっていることから、食事を通した

食育の正しい知識を得ることにより、児童の健康維持と確保を進めるため、栄養相談などを開

催しました。 

【担当課：幼児教育課】 

平成２６年度の計画 平成２６年度の成果及び評価 平成２７年度の計画 

≪計画≫ 

 関係機関との連携強化を図り、

地域子育て支援拠点施設に行くこ

とができない保護者に対する周知

方法等を検討し、事業の拡充を図

ります。 

 地域子育て支援拠点施設事業と

しての食育講座等を開催します。 

≪成果・予算執行額≫ 

地域子育て支援拠点施設事業の

中で、栄養相談等を実施しました。 

≪評価≫ 目標以下 

 地域子育て支援拠点施設以外で

の事業展開ができませんでした。 

≪計画≫ 

 関係機関との連携強化を図り、

地域子育て支援拠点施設に行くこ

とができない保護者に対し、事業

の実施方法等の検討を行います。 

 地域子育て支援拠点施設事業と

しての食育講座等を開催します。 

 

№42 薬学講座の開催 

子どもの薬物乱用防止に関する取組みについて、小学５、６年生及び中学１年生を対象に薬

学講座を開催しました。 

【担当課：教育指導課】 

平成２６年度の計画 平成２６年度の成果及び評価 平成２７年度の計画 

≪計画≫ 

薬学講座を各小中学校で開催し

ます。また、薬物乱用防止意識の

高揚に努めます。 

 

 

≪成果・予算執行額≫ 

小学５、６年生及び中学１年生

を対象に薬学講座を各小中学校で

開催しました。 

≪評価≫ 目標達成 

 子どもたちに薬物に対する正し

い知識を身につけさせることがで

きました。 

≪計画≫ 

薬学講座を各小中学校で開催し

ます。また、薬物乱用防止意識の

高揚に努めます。 
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№43 思春期における母子保健体験学習の開催 

乳幼児に接する機会の少ない高校生を対象として、思春期から父性や母性を育て、将来に備

えることを目的として実施予定でしたが、学校からの要望がありませんでした。 

【担当課：健康医療課】 

平成２６年度の計画 平成２６年度の成果及び評価 平成２７年度の計画 

≪計画≫ 

乳児とのふれあい体験を行うこ

とで、思春期から父性や母性を育

て、将来に備えます。 

 

 

≪成果・予算執行額≫ 

乳児とのふれあい体験を授業の

一環として受け入れていました

が、今年度は要望がありませんで

した。 

≪評価≫ 目標達成 

 高校生で保育科を選択する生徒

のうち希望者を募っていますが、

担当教諭との連携により積極的な

実施が望まれます。 

≪計画≫ 

乳児とのふれあい体験の要望に

応じて実施し、思春期から父性や

母性を育て、将来に備えます。 

 

 

 

№44 子育て支援医療費助成の充実 

中学生までの児童を養育している保護者に医療費を助成し、児童の疾病を早期発見・早期治

療による疾病の慢性化の予防を促進し、併せて保護者の経済的負担の軽減を図りました。 

【担当課：健康医療課】 

平成２６年度の計画 平成２６年度の成果及び評価 平成２７年度の計画 

≪計画≫ 

 平成 21年 4月から全年齢につい

て所得制限を廃止するとともに、

小中学生の入院費を、平成 24 年 10

月からは小中学生の通院分も助成

対象にしました。 

 今後も児童の健全な育成と、保

護者の経済的負担の軽減を図りま

す。 

≪成果・予算執行額≫ 

子ども医療費の助成として、通

院医療費、入院医療費、育成・養

育医療費を助成しました。 

≪評価≫ 目標達成 

子ども医療費を助成したことに

より、子どもの健康向上に寄与し、

児童福祉の増進を図りました。 

≪計画≫ 

 児童の疾病を早期発見・早期治

療と保護者の経済的な負担の軽減

を図るため、子育て支援医療費助

成を実施します。 

 

 

 

 

 

№45 未熟児養育医療費助成の充実 

未熟児に対する養育医療費を支出し、お子さんの健全な育成と保護者の経済的負担の軽減を

図りました。 

【担当課：健康医療課】 

平成２６年度の計画 平成２６年度の成果及び評価 平成２７年度の計画 

≪計画≫ 

平成２５年４月から未熟児養育

事業が県、政令市からすべての市 

≪成果・予算執行額≫ 

 未熟児養育医療費の助成をしま

した。 

≪計画≫ 

未熟児養育医療費の助成を行い

ます。 
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町に権限移譲され、未熟児に対

する養育医療費助成による児童の

健全な育成と保護者の経済的負担

の軽減を図ります。 

 

≪評価≫ 目標達成 

未熟児に対する養育医療費の助

成を行うことにより、児童の健全

な育成と保護者の経済的負担の軽

減に寄与した。 

 

 

№46 小児救急医療の充実 

休日や夜間に子どもが急に具合が悪くなったときに、身近に相談できる人がいない、保護者

に子育て経験が少ないなどの精神的な不安や緊急による初期救急医療を医師会に依頼し、休日

は在宅当番医制で実施するとともに、毎夜午後７時から午前０時までは夜間救急医療センター

で対応しました。 

【担当課：健康医療課】 

平成２６年度の計画 平成２６年度の成果及び評価 平成２７年度の計画 

≪計画≫ 

伊東市医師会に委託し、休日を

在宅当番医制で実施し、夜間は夜

間救急医療センターにおいて、小

児を含む救急医療に対応します。 

 

 

 

≪成果・予算執行額≫ 

 休日医療を委託している医療機

関において、小児科の受診者は 465

人あり、うち救急患者は 410 人で

した。また、夜間救急医療センタ

ーの小児科の受診者数は 921 人で

した。 

≪評価≫ 目標達成 

休日及び夜間の小児の急病に対

応すべく体制を整え医療を実施す

ることが出来ました。 

≪計画≫ 

伊東市医師会に委託し、休日を

在宅当番医制で実施し、夜間は夜

間救急医療センターにおいて、小

児を含む救急医療に対応します。 

 

 

 

 

№47 ゆとりのある幼児教育・学校教育の推進 

社会の一員としてよりよく生きるために、基礎・基本の定着を図るとともに、自ら課題を見

つけ、自ら解決する学習能力を育成し、児童・生徒の生きる力、豊かな人間性を育む教育を実

施しました。 

地域の素材や学校の特色を生かした学習の充実に努め、特色ある幼稚園・学校づくりの推進

に努めました。 

【担当課：教育指導課】 

平成２６年度の計画 平成２６年度の成果及び評価 平成２７年度の計画 

≪計画≫ 

 特色ある園・学校づくりを進め、

生きる力、豊かな人間性を育む教

育を行っていきます。 

 

 

≪成果・予算執行額≫ 

 園児・児童・生徒の生きる力、

豊かな人間性を育む教育が各園・

各校で実施されました。 

≪評価≫ 目標達成 

 地域の特色を生かした園・学校 

≪計画≫ 

 学力・人間力・体力をバランス

よく育成する教育を推進し、子ど

もたちが生き生きと活動する園・

学校を目指します。 
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 づくりが行われ、生きる力、豊か

な人間性を育む教育を行いまし

た。 

 

 

№48 地域と学校の連携による奉仕活動・体験活動推進事業の展開 

伊東ライオンズクラブと市教育委員会共催の「伊東市善行賞」を開催しました。 

【担当課：生涯学習課】 

平成２６年度の計画 平成２６年度の成果及び評価 平成２７年度の計画 

≪計画≫ 

 子どもたちのよい行いを積極的

に認め、励まし、その行いの輪を

広げていきます。 

 子どもたちの人や社会のために

進んで行動しようとする意欲を高

めます。 

≪成果・予算執行額≫ 

市内小中学生の人や社会のため

に進んで行動するという意欲を高

めています。また、地域の大人が

子どもへの関心を高める機会とな

っています。 

≪評価≫ 目標達成 

≪計画≫ 

 子どもたちのよい行いを積極的

に認め、励まし、その行いの輪を

広げていきます。 

 子どもたちの人や社会のために

進んで行動しようとする意欲を高

めます。 

 

№49 青少年（団体）活動の充実 

伊東市子ども会育成連絡協議会・ボーイスカウト伊東地区・ガールスカウト静岡県第４９団・

ガールスカウト静岡県第９２団に補助金を交付いたしました。 

【担当課：生涯学習課】 

平成２６年度の計画 平成２６年度の成果及び評価 平成２７年度の計画 

≪計画≫ 

青少年団体の活動を支援しま

す。 

 

≪成果・予算執行額≫ 

４団体に補助金を交付しまし

た。 

≪評価≫ 目標達成 

≪計画≫ 

青少年団体の活動を支援しま

す。 

 

 

№50 援助を必要とする家庭への支援 

心理的、情緒的な要因により不登校になった児童・生徒の社会性、自立性の育成を図り、学

校復帰の準備の場として適応指導教室を開設し、相談員４人で学校復帰へ向けてのきめ細かな

適応指導を行いました。教育相談室では２人の相談員が個別相談を受けました。 

また、ケース検討会・不登校担当者会などを開催し、個に応じた対応を検討及び研修を実施

しました。                         【担当課：教育指導課】 

平成２６年度の計画 平成２６年度の成果及び評価 平成２７年度の計画 

≪計画≫ 

 不登校児や悩みを抱えた保護者

のための相談・指導を、適応指導

教室や教育相談室において充実さ

せます。  

 

≪成果・予算執行額≫ 

 適応指導教室での指導・支援に

より、学校復帰へ繋がりました。 

≪評価≫  目標達成 

教育相談室 

 児童生徒だけでなく、悩みを抱 

≪計画≫ 

 不登校児や悩みを抱えた保護者

のための相談・指導を、適応指導

教室や教育相談室において充実さ

せていきます。 
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 えた保護者にも助言することがで

きました。 

 

 

№50 援助を必要とする家庭への支援 

家庭児童相談室を通じて、電話相談や面接、家庭訪問等により、援助を必要とする家庭への

支援を図ります。 

【担当課：健康医療課】 

平成２６年度の計画 平成２６年度の成果及び評価 平成２７年度の計画 

≪計画≫ 

 引き続き、家庭児童相談室にお

ける相談・指導を実施します。  

 

 

≪成果・予算執行額≫ 

家庭児童相談室での電話相談

や面接、訪問等を行いました。 

≪評価≫ 目標達成 

 援助を必要とする家庭への支援

が図られました。 

≪計画≫ 

家庭児童相談室における相談・

指導を実施します。  

 

 

 

№51 体育実技研修会・救急法等実技講習会の実施 

学校及び伊東市教育研究会（体育部会・学校保健部会）で実施し、成果を上げています。 

【担当課：教育指導課】 

平成２６年度の計画 平成２６年度の成果及び評価 平成２７年度の計画 

≪計画≫ 

 学校、市教育研究会（体育部会・

学校保健部会）で実施していきま

す。 

 

 

 

≪成果・予算執行額≫ 

市教研体育部会で体育実技研修

会を実施し、同学校保健部会で心

肺蘇生を含む救急法の確認や救急

搬送の事例検討会を消防署の指導

の下で実施しました。 

≪評価≫  目標達成 

危機管理意識の向上とともに、

安心安全な学校づくりのための知

識や技能を身に付けることができ

ました。 

≪計画≫ 

市教研体育部会で体育実技研修

会を実施し、同学校保健部会で心

肺蘇生を含む救急法の確認や救急

搬送の事例検討会を消防署の指導

の下で実施します。 

 

 

№52 スポーツエキスパート活用事業の促進（事業終了） 

中学校の運動部活動の技術向上を目指し、部活動の活性化を図るため、平成１９年度までは

水泳、バスケット、卓球、バドミントンの外部指導者を委嘱し、中学校へ派遣しましたが、平

成２１年度からはボランティアの活用により運動部活動の充実を図りました。 

外部指導者の指導により、運動技能の向上、地域社会との連携を深めることができました。 

【担当課：教育指導課】 
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№53 体育時間における保健・健康学習の充実 

各校において、年間指導計画に基づき系統的な指導を展開しました。 

養護教諭が専門的な立場から授業に参加する等の工夫が見られました。 

【担当課：教育指導課】 

平成２６年度の計画 平成２６年度の成果及び評価 平成２７年度の計画 

≪計画≫ 

 各校での年間指導計画に基づき

授業を実施します。 

 

≪成果・予算執行額≫ 

 児童・生徒の実態に応じた授業

を展開しました。 

≪評価≫ 目標達成 

 年間指導に基づき、系統的な指

導の実施ができました。 

≪計画≫ 

 各校での年間指導計画に基づき

授業を実施します。 

 

 

№54 学校評議員の設置促進 

  地域住民の信頼に応えるため、各小・中学校で学校評議員を設置し、地域の多様な意見を把握・

反映しながら地域に開かれた学校づくりの推進に努めました。 

【担当課：教育指導課】 

  平成２６年度の計画 平成２６年度の成果及び評価 平成２７年度の計画 

≪計画≫ 

 学校と地域が手を携えて、地域

住民の信頼に応える教育活動の推

進に努めていきます。 

 

 

 

 

 

≪成果・予算執行額≫ 

 学校運営に関して意見を述べて

いただき、各家庭、地域社会と連

携した教育活動ができました。 

 また、学校評価の一環として位

置づけた学校もありました。 

≪評価≫ 目標達成 

 地域の多様な意見を把握・反映

しながら、信頼に応える教育活動

ができました。 

≪計画≫ 

 学校と地域が手を携えて、地域

住民の信頼に応える教育活動の推

進に努めていきます。 

 

 

 

 

№55 教職員の能力の向上 

指導主事や教科指導員の学校訪問を計画的に進め、また、自主研修、グループ研修、異業種

体験などにより、教職員の資質向上に努めました。 

【担当課：教育指導課】 

平成２６年度の計画 平成２６年度の成果及び評価 平成２７年度の計画 

≪計画≫ 

 教科指導力及び資質の向上へ向

けて、研修等の充実を図ります。 

 

 

 

≪成果・予算執行額≫ 

 教科指導力向上、教員としての

資質向上に向けて、各種研修を実

施しました。 

≪評価≫ 目標達成 

 各種研修等を通し、教職員の教 

≪計画≫ 

 教科指導力及び資質の向上へ向

けて、研修等の充実を図ります。 
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 科指導力向上への意欲を高め、資

質向上に資することができまし

た。 

 

 

№56 学校施設の整備促進 

老朽化による学校施設の改修工事や耐震性確保のための工事を実施し、教育環境の維持・向

上を図りました。 

【担当課：教育総務課】 

平成２６年度の計画 平成２６年度の成果及び評価 平成２７年度の計画 

≪計画≫ 

平成 25 年度に実施した西小学校

屋内運動場改築設計を基に当該建

物の改築工事を実施するととも

に、非構造部材の点検を実施し、

危険個所を特定する。併せて、老

朽化施設の改修を実施し、教育環

境の維持、向上を図ります。 

 

≪成果・予算執行額≫ 

国基準の耐震性能に達していな

い西小学校屋内運動場の改築工事

を完了し、全ての市内小中学校施

設が国の耐震基準を上回りまし

た。また、老朽化施設の改修を実

施し、教育環境の維持、向上を図

りました。 

≪評価≫ 目標達成 

西小学校屋内運動場改築工事に

ついては完了し、国の耐震基準に

おける耐震化率は 100％となりま

した。また、非構造部材の点検も

実施し、危険個所の特定を行いま

した。 

≪計画≫ 

平成 26 年度に実施した非構造部

材の点検結果を踏まえ、危険個所

の耐震改修工事を実施します。併

せて、老朽化施設の改修を実施し、

教育環境の維持、向上を図ります。 

 

 

 

 

№57 幼児教育に関する情報提供の推進 

ポスター掲示等により地域への園行事の周知、園区内未就園児の園行事への招待を行うとと

もに、インターネットを利用した市ホームページへの園教育方針の掲載等により幼稚園教育の

情報提供を行いました。 

【担当課：幼児教育課】 

平成２６年度の計画 平成２６年度の成果及び評価 平成２７年度の計画 

≪計画≫ 

園行事の周知、未就園児の園行

事への招待、インターネットを利

用した市ホームページ等で幼稚園

教育の情報提供を行います。 

≪成果・予算執行額≫ 

園行事の周知、未就園児の園行

事への招待などのほか、市ホーム

ページ等で幼児教育の情報提供を

行いました。 

≪計画≫ 

園行事の周知、未就園児の園行

事への招待、インターネットを利

用した市ホームページ等で幼稚園

教育の情報提供を行います。 
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№58 幼稚園－小学校の連携体制の確立 

異年齢の子どもとの集団生活を通じて、「生きる力」を育むために、保育園、幼稚園、小学校

との交流研修を行いました。 

【担当課：教育指導課】 

平成２６年度の計画 平成２６年度の成果及び評価 平成２７年度の計画 

≪計画≫ 

 「生きる力」を育むために交流

研修を進めます。 

 

 

 

≪成果・予算執行額≫ 

 中学校区単位で、保・幼・小の

担当者が協議して年間計画をた

て、実施しました。 

≪評価≫ 目標達成 

 それぞれの交流において、共通

の目標の下で研修をすることがで

きました。 

≪計画≫ 

 新たに「つくし保育園」を加え、

保・幼・小の連携を図りながら交

流研修を勧めます。 

 

 

№59 未就園児のための施設活用の充実 

未就園児に対し、運動会等の幼稚園行事に参加を呼びかけることや園庭を開放することで施

設の活用を図りました。 

【担当課：幼児教育課】 

平成２６年度の計画 平成２６年度の成果及び評価 平成２７年度の計画 

≪計画≫ 

 幼稚園行事への参加を呼びかけ

たり、幼稚園児と遊んだり、子育

て相談を実施することで、未就園

児の施設活用を促進します。 

≪成果・予算執行額≫ 

全園 3 歳児保育を実施し、入園

環境の整備を図りました。 

≪評価≫ 目標以上 

 全園で 3 歳児保育実施 

≪計画≫ 

幼稚園運営全般についての、見

直しを検討します。 

 

 

 

  市立幼稚園での３年保育の実施 

３歳児保育は平成２０年度から市立幼稚園全園において、１クラスの定員２０人で実施して

います。 

また、保育を希望するすべての子どもが、入園できるよう幼稚園の余裕教室の活用を行い、

３歳児保育の充実を図ります。 

【担当課：幼児教育課】 

平成２６年度の計画 平成２６年度の成果及び評価 平成２７年度の計画 

≪計画≫ 

３歳児保育を含めた園運営全般

についての見直しについて検討す

る。 

 

≪成果・予算執行額≫ 

全園３歳児保育を実施し、入園

環境の整備を図りました。 

≪評価≫ 目標以上 

 全園で３歳児保育実施 

≪計画≫ 

幼稚園運営全般についての、見

直しを検討し、湯川幼稚園を伊東

幼稚園と統合します。 
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№60 私立幼稚園への支援 

私立幼稚園は、野間自由幼稚園と伊東聖母幼稚園の２園があります。少子化の進む中、経営

状態の厳しい私立幼稚園の運営費の一部を助成し、特色のある私立幼稚園の経営の安定を図り

ました。 

【担当課：幼児教育課】 

平成２６年度の計画 平成２６年度の成果及び評価 平成２７年度の計画 

≪計画≫ 

 少子化により経営状態の厳しい

私立幼稚園運営費の一部を助成

し、特色ある私立幼稚園の支援を

行います。 

 

≪成果・予算執行額≫ 

少子化により経営状態の厳しい

私立幼稚園運営費の一部を助成

し、特色ある私立幼稚園の支援を

行いました。 

≪評価≫ 目標達成 

 

≪計画≫ 

 子ども・子育て支援制度に移行

しない私立幼稚園に対し、少子化

により経営状態の厳しい私立幼稚

園運営費の一部を助成し、特色の

ある私立幼稚園の支援を行いま

す。 

 

№61 家庭教育学級の推進 

市内の小学校で家庭教育学級を開設しました。         【担当課：生涯学習課】 

平成２６年度の計画 平成２６年度の成果及び評価 平成２７年度の計画 

≪計画≫ 

子どもの成長の基礎となる家庭

教育力の向上を図るための事業を

推進します。 

≪成果・予算執行額≫ 

 市内の 8 小学校で家庭教育学級

延べ 37 講座を開設しました。 

≪評価≫ 目標達成 

≪計画≫ 

子どもの成長の基礎となる家庭

教育力の向上を図るための事業を

推進します。 

 

№62 子育てアドバイザー・子育てボランティアの育成 

子育てボランティアが子育てへのアドバイス、手助けできるよう子育て関係の研修会等に参

加し、質の向上に努めました。 

【担当課：健康医療課】 

平成２６年度の計画 平成２６年度の成果及び評価 平成２７年度の計画 

≪計画≫ 

 母親クラブや既存の子育てサー

クルと連携した事業を検討しま

す。 

 

 

 

≪成果・予算執行額≫ 

子育て関係の研修会等に参加す

るとともに、社会福祉活動、交通

安全活動等のボランティア活動を

支援しました。 

≪評価≫ 目標以下 

 既存団体の活用だけでなく、育

成支援を図っていきたい。 

≪計画≫ 

 母親クラブの事業を支援すると

ともに、子育てサークル等との連

携した事業や育成支援を検討して

いきます。 
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№63 伊東市育英奨学金制度 

本市では、社会に貢献する有為な人材を育成することを目的として、経済的な理由により修

学困難と思われる優良な学生又は生徒に対し、学資の一部を給付又は貸与しています。なお、

給付及び貸与額は、市条例により高校生等で月額１０，０００円、大学生等で月額２０，００

０円です。 

【担当課：教育総務課】 

平成２６年度の計画 平成２６年度の成果及び評価 平成２７年度の計画 

≪計画≫ 

経済的な理由により修学困難と

思われる優良な学生又は生徒の支

援のため、奨学金の給付又は貸与

を行います。 

今後は、時代の要求を踏まえて、

特に高校生等の給付及び貸与額の

見直し、申請様式の改正を検討し、

事業の更なる充実を目指します。 

 

 

≪成果・予算執行額≫ 

申請者が少なかったこともあ

り、貸与人数は予定を下回りまし

たが、就学資金を必要とする学生

又は生徒を支援することができま

した。 

また、現奨学生に対してアンケ

ートを実施し、給付及び貸与額の

見直しについての意見収集を行い

ました。 

≪評価≫ 目標達成 

広く周知することで、多くの

方々に本制度の利用を促すことが

できました。 

また、実際にアンケートを行っ

たことで、現奨学生の意見を踏ま

えた検討を行うことができまし

た。 

委員の日程調整を早い段階で行

うことで、高い出席率で委員会を

開催し、すべての申請者に対し、

詳細な審議を行うことができまし

た。 

≪計画≫ 

経済的な理由により修学困難と

思われる優良な学生又は生徒の支

援のため、奨学金の給付又は貸与

を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

№64 各種支給貸付制度の活用啓発 

母子・父子・寡婦世帯で、高等学校、大学、専門学校に進学を希望する児童のために就学支

度資金及び修学資金貸付業務（書類審査、面接等）を母子福祉協力員と共に行い、静岡県に進

達しました。 

【担当課：健康医療課】 

平成２６年度の計画 平成２６年度の成果及び評価 平成２７年度の計画 

≪計画≫ 

静岡県との連携を図り、引き続 

≪成果・予算執行額≫ 

 静岡県の母子寡婦福祉資金貸付 

≪計画≫ 

 静岡県との連携を図り、引き続 
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き事業を継続します。  

静岡県母子寡婦福祉資金貸付制

度の活用啓発・申請手続き副申業

務の実施 

 

制度の利用を希望する保護者から

の申請手続き副申業務を実施しま

した。 

≪評価≫ 目標達成  

 静岡県と連携を図り、申請手続

き副申業務を通じ、母子寡婦家庭

への貸付制度の活用するための啓

発が図れました。  

き事業を継続します。  

静岡県母子寡婦福祉資金貸付制

度の活用啓発・申請手続き副申業

務の実施 

 

 

№65 有害情報の排除等、社会環境の整備 

伊東市青少年補導センターによる街頭補導及びカラオケボックス等への県下一斉立入調査を

行い、青少年の非行を未然に防止するとともに、地域の実態に即した環境整備に努めました。 

【担当課：生涯学習課】 

平成２６年度の計画 平成２６年度の成果及び評価 平成２７年度の計画 

≪計画≫ 

 伊東市青少年補導センターによ

る書店、ゲームセンター、カラオ

ケボックス、インターネットカフ

ェ等への県下一斉立ち入り調査を

行い、青少年の非行を未然に防止

するとともに、青少年をとりまく

環境の実態把握及び環境整備に努

めます。 

≪成果・予算執行額≫ 

 年間 48 回の街頭補導を実施し、

延べ 475 人の補導員の参加を得る

ことができ、青少年に対して注

意・指導しました。 

≪評価≫ 目標達成 

 

≪計画≫ 

 伊東市青少年補導センターによ

る書店、ゲームセンター、カラオ

ケボックス、インターネットカフ

ェ等への県下一斉立ち入り調査を

行い、青少年の非行を未然に防止

するとともに、青少年をとりまく

環境の実態把握及び環境整備に努

めます。 

 

№66 伊東市住宅マスタープラン、伊東市公営住宅長寿命化計画 

公営住宅については、住環境向上及び施設の長寿命化対策として住棟改修工事や住戸リフレ

ッシュ工事を行いました。また、公営住宅のストック総合改善事業として、従来のストック総

合活用計画に代わる長寿命化計画に沿った取り組みを進めていきます。 

【担当課：建築住宅課】 

平成２６年度の計画 平成２６年度の成果及び評価 平成２７年度の計画 

≪計画≫ 

長寿命化計画に基づき、引き続

き既存住宅の改修、補修を実施し、

質の高い住環境の向上と施設の長

寿命化に取組んで参ります。 

 

 

 

 

≪成果・予算執行額≫ 

角折・山田住宅の外壁改修工事、

並びに角折住宅の屋上防水工事を

実施しました。 

また、居住者からの依頼による

修繕を実施しました。 

≪評価≫ 目標以上 

入札により工事請負費が縮減で

き、さらに緊急経済雇用対策事業 

≪計画≫ 

長寿命化計画に基づき、引き続

き既存住宅の改修、補修を実施し、

質の高い住環境の向上と施設の長

寿命化に取組んで参ります。 
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 により目標以上の修繕が効率的に

実施でき有効な成果が得られまし 

た。 

 

 

№66 伊東市住宅マスタープラン、伊東市公営住宅長寿命化計画 

伊東市住宅マスタープランを基本とした住宅施策の展開に努めております。 

【担当課：都市計画課】 

平成２６年度の計画 平成２６年度の成果及び評価 平成２７年度の計画 

≪計画≫ 

マスタープランの基本目標であ

る「誰もが住み続けたい 安全・

安心な美しいまち 伊東」の実現

に向け、住宅政策を展開していき

ます。 

 

≪成果・予算執行額≫ 

マスタープランの基本目標の実

現に向け、住宅政策を展開しまし

た。 

≪評価≫ 目標達成 

社会情勢の変化等により伊東市

住宅マスタープランが改定され、

より時代に即した内容として住宅

政策進めることができました。  

≪計画≫ 

伊東市住宅マスタープランを基

本とした住宅施策を展開していき

ます。 

 

 

 

 

№67 道路交通環境調査の実施 

   子どもの事故防止のため地域からの要望に対し、交通事故の発生につながる道路環境や交通 

安全施設等の調査及び研究を行い、関係機関と連携して事故防止及び安全対策の改善に努めて 

いきます。 

【担当課：危機対策課】 

平成２６年度の計画 平成２６年度の成果及び評価 平成２７年度の計画 

≪計画≫ 

地域住民等からの要望に対し、

関係機関と連携し、交通事故の発

生につながる道路環境や交通安全

施設等の調査、研究等を実施しま

す。 

 

 

≪成果・予算執行額≫ 

地域住民からの要望事項のみで

はなく、交通事故多発箇所につい

て市独自に調査を実施するなど、

改善可能箇所について早急に対応

するとともに、困難な箇所につい

ては、緊急対策を講じました。 

≪評価≫ 目標達成 

交通事故多発箇所等を地元住

民、関係機関と合同で調査するこ

とにより、早期改善及び住民の交

通安全意識の高揚を図ることがで

きました。 

≪計画≫ 

地域住民等からの要望に対し、

関係機関と連携し、交通事故の発

生につながる道路環境や交通安全

施設等の調査、研究等を実施しま

す。 
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№68 「あんしん歩行エリア」など道路等の整備 

学校等（保育園、幼稚園、小学校、中学校、その他教育施設）の周辺で、児童の通行が多い

道路において児童及び周辺の住民が安全で安心して利用できる道路を実現するため、歩行者空

間の確保と総合的な安全対策を面的に進め交通事故の減少に寄与しました。 

【担当課：建設課】 

平成２６年度の計画 平成２６年度の成果及び評価 平成２７年度の計画 

≪計画≫ 

児童と周辺住民の安全と交通事故

の減少を図るため、あんしん通学路

施設整備事業と特定交通安全施設

等整備を実施します。 

 

 

 

 

 

≪成果・予算執行額≫ 

あんしん通学路施設整備事業に

より、学校周辺の道路に歩行空間

の確保と既設歩道の強調を実施し

ました。 

≪評価≫ 目標達成 

通学路等の歩行空間を確保し、

児童と周辺住民等の歩行者が安全

に通行できる道路交通環境の創出

を図ることができました。 

≪計画≫ 

児童と周辺住民の安全と交通事故

の減少を図るため、あんしん通学路

施設整備事業を実施します。 

 

 

 

 

 

№69 思いやりのある街路事業の推進 

高齢者や子供など、誰でも安全・安心に歩ける広い歩道のある道路づくりを目指し、都市計

画道路の整備を行っています。都市計画道路伊東大仁線未整備区間（Ｌ＝１１０ｍ）につきま

しては、事業実施に向け必要な調査を行い、地権者の協力を得ながら事業を進めてまいります。 

【担当課：都市計画課】 

平成２６年度の計画 平成２６年度の成果及び評価 平成２７年度の計画 

≪計画≫ 

都市計画道路実施のため関係機

関や地権者等と協議を継続して行

い、あわせて必要な調査を行いま

す。 

 

 

≪成果・予算執行額≫ 

都市計画道路伊東大仁線につい

て関係機関や地権者等と協議を行

い、事業実施のため必要な調査等

を行いました。 

≪評価≫ 目標達成 

 事業実施に向け必要な調査（土

地鑑定評価、建物等補償調査、測

量・設計）が実施できました。 

≪計画≫ 

都市計画道路伊東大仁線事業の

実施として用地買収や建物等の補

償を行います。 

 

 

 

 

№70 公共施設の整備充実 

公共施設においては、市民が快適に利用することを求められており、特に市役所庁舎にあっ

ては、行政機能の多くを担うとともに、多くの市民の利用があるため、子育て支援をする上で

も、その快適性の向上に資するための整備を要する。一方、市役所庁舎の既設設備等にあって

は、その保守管理はおおむね良好に行われているものの、耐用年数を超えて使用しているため、

更新のため多額の費用を要し、新規設備の設置が困難な状況である。 
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【担当課：庶務課】 

平成２６年度の計画 平成２６年度の成果及び評価 平成２７年度の計画 

≪計画≫ 

市役所本庁舎におけるベビーベ

ッド、幼児用便座の設置などの整

備等を図ります。 

 

≪成果・予算執行額≫ 

予算措置がされておらず、既存

設備等の維持に多額の費用を要し

たため、取り組めませんでした。 

≪評価≫ その他 

 補助事業の利用を検討したが実

施に至らず、また、既存設備等の

維持に費用を要したため、取り組

めなかった。 

≪計画≫ 

市役所本庁舎におけるベビーベ

ッド、授乳室の設置などの整備等

を図ります。 

 

 

№71 空き店舗等を利用した託児施設整備の推進 

大型小売店の増加や、インターネット販売等による消費形態の多様化のため、商店街への来

街者が減少している中、空き店舗等における乳幼児の一時預かり施設等の整備について、商店

街と協議しながら検討していきます。 

【担当課：産業課】 

平成２６年度の計画 平成２６年度の成果及び評価 平成２７年度の計画 

≪計画≫ 

関係機関と協議し、検討を進め

ていきます。 

 今年度新設した「起業支援及び

空き店舗対策事業」の利用も視野

に入れ検討します。 

≪成果・予算執行額≫ 

 起業支援及び空き店舗対策事業

の利用による案件もなく、また、

実施する商店街もありませんでし

た。 

≪評価≫ 目標以下 

≪計画≫ 

 関係機関と協議し、検討を進め

ていきます。 

 平成２６年度に新設した「起業

支援及び空き店舗対策事業」の利

用も視野に入れ検討します。 

 

№72 防犯灯の整備促進 

市民の安全及び犯罪の防止を図るため、防犯用街路灯を設置する町内会又は自治会に対し、

予算の範囲内で補助金を交付している。 

・既設電柱等を利用して防犯灯を設置した場合、１灯につき１２，０００円以内 

・ポールを新設して防犯灯を設置した場合、１灯につき２２，０００円以内    

【担当課：市長公室課】 

平成２６年度の計画 平成２６年度の成果及び評価 平成２７年度の計画 

≪計画≫ 

 各地区（町内会、自治会等）か

ら要望のあったものに対し、予算

内で防犯灯の設置費用の一部を補

助します。 

≪成果・予算執行額≫ 

 一部流用を行い、各地区からの

全ての要望に対応できました。  

 

≪評価≫ 目標達成  

≪計画≫ 

 各地区（町内会、自治会等）か

ら要望のあったものに対し、予算

内で防犯灯の設置費用の一部を補

助します。 
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№.73 静岡県グリーンバンク事業「花と緑の街並みづくり事業」の推進 

花と緑の街並みづくり事業は、春と秋の年間２回の花の種子等の無償定期配布を実施し、秋

配布として６５団体に５種類の種子と６種類の球根を配付し、春配布として５２団体に５種類

の種子と３種類の球根、９団体に１０種類の緑化木、５団体に１１種類の桜の苗木を無料配付

し、「花と緑の街並みづくり」を推進しました。 

【担当課：観光課】 

平成２６年度の計画 平成２６年度の成果及び評価 平成２７年度の計画 

≪計画≫ 

花の種子等の無償配布を実施す

ることで、「花と緑の街並みづくり

事業」を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪成果・予算執行額≫ 

花の種子等の無償定期配布を春

と秋の年２回実施し、「花と緑の街

並みづくり事業」を推進しました。

また、緑のカーテンプロジェクト

により市内の幼稚園、保育園、小

中学校にアサガオ、ゴーヤの種子

を配布しました。 

秋配布事業（１０月頃） 

種子球根の配付   ７２団体 

春配布事業（２～３月頃） 

種子球根の配付   ５４団体 

緑化木の配付     ７団体 

桜の苗木配付     ２団体 

 緑のカーテン   １０園４校 

≪評価≫ 目標達成 

 昨年より多くの団体に申込みを

いただき、市内での花と緑の街並

みづくりを進めることができまし

た。 

≪計画≫ 

花の種子等の無償配布を実施す

ることで、「花と緑の街並みづくり

事業」を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

№74 育児休業制度の普及・啓発 

子育て支援等の情報を掲載した労働関係機関のパンフレットを窓口へ配架し、周知に努めま

した。 

 【担当課：産業課】 

平成２６年度の計画 平成２６年度の成果及び評価 平成２７年度の計画 

≪計画≫ 

市役所窓口でのパンフレット配

架やＨＰへの掲載、関係機関への

パンフレット配布を行い、普及啓

発を図ります。 

 

≪成果・予算執行額≫ 

 市役所窓口でのパンフレット配

架やＨＰへの掲載、関係機関への

パンフレット配布を行い、普及啓

発を図りました。 

≪評価≫ 目標達成  

≪計画≫ 

市役所窓口でのパンフレット配

架やＨＰへの掲載、関係機関への

パンフレット配布を行い、普及啓

発を図ります。 
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  市役所窓口でのパンフレット配

架や関係機関へのパンフレットの

配布に加え、ＨＰへの掲載を徹底

することで、制度の普及啓発を図

ることができました。 

 

 

№75 再雇用をはじめ、雇用条件の弾力化の啓発 

リストラ等の理由により離職した者を対象に、再就職支援の一環として、職業訓練法人伊東

職業訓練協会に委託して、パソコン講座を実施しました。 

【担当課：産業課】 

平成２６年度の計画 平成２６年度の成果及び評価 平成２７年度の計画 

≪計画≫ 

離職者等を対象としたパソコン

講座を行い、再就職支援を図りま

す。 

 

 

 

 

≪成果・予算執行額≫ 

再就職に向けて有利となるパソ

コン技能の修得をするための講座

を実施し、再就職に対する支援を

行いました。 

≪評価≫ 目標達成 

16 名が修了し、終了後のアンケ

ートにおいても高い評価を得るこ

とができました。 

≪計画≫ 

離職者等を対象としたパソコン

講座を行い、再就職支援を図りま

す。 

 

 

 

 

 

№76 職場における勤務条件などの整備の啓発 

子育て支援等の情報を掲載した労働関係機関のパンフレットを窓口へ配架し、周知に努めま

した。 

【担当課：産業課】 

平成２６年度の計画 平成２６年度の成果及び評価 平成２７年度の計画 

≪計画≫ 

市役所窓口でのパンフレット配

架やＨＰへの掲載、関係機関への

パンフレット配布を行い、普及啓

発を図ります。 

 

≪成果・予算執行額≫ 

 市役所窓口でのパンフレット配

架やＨＰへの掲載、関係機関への

パンフレット配布を行い、普及啓

発を図りました。 

≪評価≫ 目標達成  

 市役所窓口でのパンフレット配

架や関係機関へのパンフレットの

配布に加え、ＨＰへの掲載を徹底

することで、普及啓発を図ること

ができました。 

≪計画≫ 

市役所窓口でのパンフレット配

架やＨＰへの掲載、関係機関への

パンフレット配布を行い、普及啓

発を図ります。 
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№77 男性の育児への参加の啓発 

男女が共に仕事と家庭や地域生活等を両立することについて企業や労働者への普及啓発を行

い、男女が働きながら安心して子供を産み育て、仕事に携わることができるよう就業環境の整

備を促進します。 

また、習慣にとらわれることなく、男性も子育て・家事に主体的に取り組むこと等の意識啓

発や生活技術を習得するための支援を図っています。 

【担当課：市長公室課】 

平成２６年度の計画 平成２６年度の成果及び評価 平成２７年度の計画 

≪計画≫ 

 第２次伊東市男女共同参画「あ

すを奏でるハーモニープラン」を

推進し、啓発のための講演会等を

実施します。 

 

 

≪成果・予算執行額≫ 

 男女共同参画講演会、男女共同

参画プラン推進会議、同推進会議

幹事会、同懇話会等を実施しまし

た。 

≪評価≫ 目標達成 

 男女共同参画社会の推進に向け

た各課の取組み等を、推進会議や

懇話会で検証するとともに、講演

会や街頭キャンペーンを実施しま

した。 

≪計画≫ 

 伊東市男女共同参画プランを推

進するため、同推進会議、懇話会

等を実施するとともに、啓発のた

めの講演会やキャンペーン等を実

施します。 

 

 

№78 交通安全教育の推進 

子どもが交通事故に遭わないよう、基本的な交通ルールや交通マナーを学ぶため、市内の保

育園、幼稚園及び小学校で交通安全指導員による交通安全教室を実施し、幼児・児童にわかり

易い交通安全教育を推進するとともに交通安全意識の高揚を図りました。 

【担当課：危機対策課】 

平成２６年度の計画 平成２６年度の成果及び評価 平成２７年度の計画 

≪計画≫ 

交通安全指導員・保護者による

交通安全教室・体験型の交通安全

啓発行事を実施し、親しみながら

できる、交通事故防止に効果的な

交通安全教育の活動を推進してい

きます。 

 

≪成果・予算執行額≫ 

計画に掲げた交通安全教育とし

て、年間を通じて、市内保育園・

幼稚園・小学校を巡回指導しまし

た。 

≪評価≫ 目標達成  

 基本的な交通ルールから体験資

機材を活用した実践的な交通教室

を実施し、幼児・児童の交通安全

意識の高揚を図ることができまし

た。 

≪計画≫ 

交通安全指導員・保護者による

交通安全教室・体験型の交通安全

啓発行事を実施し、親しみながら

できる、交通事故防止に効果的な

交通安全教育の活動を推進してい

きます。 
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№79 交通安全指導者・団体等の育成 

地域において効果的な交通安全活動の展開を図るために、児童の登校時に街頭に立ち、子ど

もたちを交通事故から守るための交通指導員を確保し、交通安全リーダーの養成に努めるとと

もに、交通安全推進団体の活動を支援しました。 

【担当課：危機対策課】 

平成２６年度の計画 平成２６年度の成果及び評価 平成２７年度の計画 

≪計画≫ 

減少傾向にある交通指導員の会

員確保を行うことが、児童等の安

全確保につながることから、地域

や関係機関と協力し、会員の確保

に努めます。 

 

≪成果・予算執行額≫ 

年間を通じて街頭指導を実施

し、また市内の各主要行事に出動

し、歩行者の安全な通行に努めま

した。円 

≪評価≫ 目標達成 

児童の登校時において、交通指

導に努め、児童等の交通事故防止

及び交通安全意識の高揚を推進す

ることができました。  

≪計画≫ 

減少傾向にある交通指導員の会

員確保を行うことが、児童等の安

全確保につながることから、地域

や関係機関と協力し、会員の確保

に努めます。 

 

 

№80 自主防犯活動推進のための情報提供 

子どもを犯罪から守るため、市内で発生した犯罪や不審者等の情報が寄せられると、伊東地

区防犯協会から関係団体へ「防犯通報」を送付し、内容及びその対策を啓発することにより防

犯体制の強化を図りました。 

【担当課：危機対策課】 

平成２６年度の計画 平成２６年度の成果及び評価 平成２７年度の計画 

≪計画≫ 

市内で発生した犯罪・不審者の

情報をリアルタイムで学校、その

他の防犯関係者に伝え、即対応で

きる防犯体制の強化に努めます。 

 

≪成果・予算執行額≫ 

各小学校や関係機関に「防犯通

報」をリアルタイムに流し、不審

者情報を提供しました。 

≪評価≫ 目標達成  

児童自身が危険だと感じ取るこ

とにより、防犯意識の高揚を図る

ことができ、防犯団体による迅速

なパトロールが実施できました。 

≪計画≫ 

市内で発生した犯罪・不審者の

情報をリアルタイムで学校、その

他の防犯関係者に伝え、即対応で

きる防犯体制の強化に努めます。 

 

 

№81 防犯意識の高揚 

子どもたちの防犯に対する関心を深め、被害を未然に防止するため、地域・家庭・関係機関

等と連携し、情報収集及び提供を行い、防犯意識の高揚を図りました。 

【担当課：危機対策課】 
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平成２６年度の計画 平成２６年度の成果及び評価 平成２７年度の計画 

≪計画≫ 

「防犯通報」や「広報いとう」

を活用し、多発傾向にある犯罪情

勢を掲載し、地域住民の防犯意識

の高揚を図ります。 

 

 

≪成果・予算執行額≫ 

 「防犯通報」や「広報いとう」

で防犯情報を提供することで、地

域住民の防犯意識の高揚を図りま

した。 

≪評価≫ 目標達成  

市内で発生した、犯罪や不審者

の情報を即伝達したことにより、

防犯体制の強化を図りました。 

≪計画≫ 

「防犯通報」や「広報いとう」

を活用し、多発傾向にある犯罪情

勢を掲載し、地域住民の防犯意識

の高揚を図ります。 

 

 

 

№82 地域安全推進員等による防犯パトロール 

市内には、伊東地区防犯協会から委嘱されている地域安全推進委員や、少年警察連絡協議会

委員を始め小学校・中学校のＰＴＡ、町内会等において、防犯活動を自主的に推進している団

体があり、それぞれ防犯パトロール等を実施し、地域住民の防犯意識の高揚を図りました。 

また、平成１６年度から平成２０年度までの間で、静岡県が実施した「地域防犯活動支援事

業」により設置した、５地区の安全会議の活動を維持していきます。 

【担当課：危機対策課】 

平成２６年度の計画 平成２６年度の成果及び評価 平成２７年度の計画 

≪計画≫ 

関係機関が一体となり、防犯啓

発活動を展開し、更なる刑法犯認

知件数の減少を目指します。 

 

 

≪成果・予算執行額≫ 

 不審者事案発生には、関係機関

と連携して、緊急的に通学路を巡

回しました。 

≪評価≫ 目標達成 

 防犯運動期間を定め集中的に防

犯啓発活動を展開したことによ

り、市民への周知はもとより、関

係機関が一体となって取り組むこ

とができました。 

≪計画≫ 

関係機関が一体となり、防犯啓

発活動を展開し、犯罪を未然に防

止することを目指します。 

 

 

 

№83 防犯教室の実施 

幼児・児童を狙った犯罪が多く、子どもたちを犯罪から守るため、伊東地区防犯協会による

防犯教室をわかりやすく実演等を交えながら、市内保育園、幼稚園及び小学校で実施し、幼児、

児童の防犯意識の高揚を図りました。 

【担当課：危機対策課】 

平成２６年度の計画 平成２６年度の成果及び評価 平成２７年度の計画 

≪計画≫ 

 年間を通じ、市内保育園・小学

校を巡回し、防犯教室を実施しま 

≪成果・予算執行額≫ 

年間を通じ、市内保育園・幼稚

園・小学校を巡回し、防犯教室を 

≪計画≫ 

 年間を通じ、市内保育園・幼稚

園・小学校を巡回し、防犯教室を 
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す。 

 また、教員を対象とした護身術

講座も併せて開催し、不測の事態

への対応についても周知していき

ます。 

 

実施し、幼児・児童の防犯意識

の高揚を図りました。 

≪評価≫ 目標達成 

 伊東地区防犯協会により、実践

的な防犯教室を実施することがで

きた。 

実施します。 

  

 

 

 

 

 

№84 「かけこみ子ども１１０番の家」（通称パンダの家）など緊急避難場所の設置促進 

小学校区に緊急避難場所を設置することで、子どもが犯罪に遭わないようなまちづくりを推

進しました。 

【担当課：生涯学習課】 

平成２６年度の計画 平成２６年度の成果及び評価 平成２７年度の計画 

≪計画≫ 

市内 10 小学校のＰＴＡと連携

し、緊急避難場所の設置の促進を

図り、子どもが安心して生活でき

る環境づくりを推進します。   

 

 

 

 

≪成果・予算執行額≫ 

 市内 10 小学校のＰＴＡと連携

し、現設置場所の管理と新規設置

場所を促進するための呼びかけを

行いました。 

 また、「パンダ通信」を配布する

ことで設置場所（者）との情報の

共有を図りました。 

≪評価≫ 目標達成 

≪計画≫ 

市内 10 小学校のＰＴＡと連携

し、緊急避難場所の設置の促進を

図り、子どもが安心して生活でき

る環境づくりを推進します。  

 

 

 

 

 

№85 要保護児童対策地域協議会による情報連携 

本市には、要保護児童等の早期発見と適切な保護を図り、要保護児童及びその家族を支援す

るため、伊東市子どもを守る地域ネットワーク協議会を設置し、会則に基づき、選出された委

員による会議の開催、児童虐待の対応に必要な関係機関との連携及び情報交換等を行いました。 

平成２６年度においては、代表者会議を２回開催し、担当者会議を毎月１回開催し、要保護

児童等の実態把握及び情報交換やケース処理に関する協議を行いました。 

【担当課：健康医療課】 

平成２６年度の計画 平成２６年度の成果及び評価 平成２７年度の計画 

≪計画≫ 

伊東市子どもを守る地域ネット

ワーク協議会では、一層の連携体

制の強化を目標に、早期発見・早

期対応に努めていきます。 

 

≪成果・予算執行額≫ 

虐待講習会や研修会への参加もで

きました。 

≪評価≫ 目標達成 

伊東市子どもを守る地域ネット

ワーク協議会の開催 

≪計画≫ 

伊東市子どもを守る地域ネット

ワーク協議会では、一層の連携体

制の強化を目標に、早期発見・早

期対応に努めていきます。 
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№86 療育相談事業の充実、障害の早期発見・療育 

健康医療課が実施する各種健診で支援及び観察を要する乳幼児を対象に熱海健康福祉センタ

ー、さくら保育園と連携を図り、療育教室（ポニーの教室・さくらんぼ教室）を行いました。 

【担当課：健康医療課】 

平成２６年度の計画 平成２６年度の成果及び評価 平成２７年度の計画 

≪計画≫ 

療育支援の必要な乳幼児に対し

集団遊び個別相談を通して、成長

発達を促すとともに他機関との連

携を図りながら療育支援の充実を

図ります。 

 

 

≪成果・予算執行額≫ 

さくらんぼ教室 12 回実施し 145

組参加、ポニー教室 12 回実施し、

63 組参加がありました。 

≪評価≫ 目標達成 

心理職員等のグループ支援によ

り、母親同志の交流が深まり育児

力が高まる支援が行えました。 

≪計画≫ 

療育支援の必要な乳幼児に対し

集団遊び個別相談を通して、成長

発達を促すとともに他機関との連

携を図りながら療育支援の充実を

図ります。 

 ポニー教室は民間団体に運営を

委託して行います。 

 

№87 乳幼児健康診査事後相談会の開催 

健康診査、育児相談等で経過観察が必要な親子を対象に、親子遊びの集団指導や心理相談、

目の相談等を実施しました。 

【担当課：健康医療課】 

平成２６年度の計画 平成２６年度の成果及び評価 平成２７年度の計画 

≪計画≫ 

発達及び育児環境等について、

経過観察や援助が必要な乳幼児に

対して、集団遊びや個別相談を通

して成長、発達を促します。 

 

 

 

≪成果・予算執行額≫ 

集団指導 22 回実施し 176 組の親

子が参加しました。 

個別指導 34回実施し 47組の親

子が参加しました。 

≪評価≫ 目標達成 

 発達に不安をもつ親子の不安の

軽減とともに幼稚園、保育園、医

療機関などと積極的に連携をとり

継続支援が行えました。  

≪計画≫ 

発育、発達及び養育環境等につ

いて、経過観察や援助が必要な乳

幼児に対して、集団遊びや個別相

談を通して成長、発達を促します。 

 

 

 

№88 乳児健康診査の充実 

※「№35 乳児健康診査（４か月児・１０か月児）の充実」を参照 

【担当課：健康医療課】 

 

№89 障害児への自立支援事業 

平成２５年度から、障害者自立支援法が障害者総合支援法に改正され、制度に沿った障害児

への支援費支給事業を実施しました。 

【担当課：健康医療課】 
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平成２６年度の計画 平成２６年度の成果及び評価 平成２７年度の計画 

≪計画≫ 

障害者総合支援法の制度に沿っ

た支援を、適正に行います。  

 

 

≪成果・予算執行額≫ 

障害児の日常生活を支援するた

め、必要な給付費を支給しました。 

≪評価≫ 目標達成 

 児童福祉法に基づき「障害児相

談支援」「児童発達支援」「放課後

等ディサービス」給付費を支給し、

障害児に対する福祉の充実を図り

ました。 

≪計画≫ 

障害者総合支援法の制度に沿っ

た支援を、適正に行います。  

 

 

 

№90 指定児童発達支援事業所（さくら保育園）の充実 

さくら保育園は、平成１８年４月施行の障害者自立支援法に基づき、平成１８年１０月に児

童ディサービス事業所として指定を受け、伊東市立さくら保育園条例等に基づき本市が運営を

行っている事業所です。 

平成２４年４月からは、児童福祉法の改正により指定児童発達支援事業所として運営を行う

こととなりました。 

本施設は、身体・知的障害がある児童が日常生活における基本的な動作の指導や集団生活等

を学ぶために日中通所する施設であることから、障害児支援の中核施設として更なる充実を図

りました。 

【担当課：幼児教育課】 

平成２６度の計画 平成２６年度の成果及び評価 平成２７年度の計画 

≪計画≫ 

 児童発達支援事業所としての運

営や、保護者や関係機関との連携

などを深め、適切な保育を進めて

いきます。 

 

 

≪成果・予算執行額≫ 

児童福祉法に沿った児童発達支

援事業所として、園児の障害の程

度や発達に配慮した保育を実施し

ました。 

≪評価≫ 目標達成 

 障害を持つ児童の保護者に対す

る支援は精神的、肉体的な軽減と

なり、支援を行うことにより就労

支援も含めた幅広い障害者対応が

図られました。 

≪計画≫ 

 児童発達支援事業所としての運

営や、保護者や関係機関との連携

などを深め、適切な保育を進めま

す。 
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№91 保育所や放課後児童クラブの障害児の受け入れ促進 

保育園や放課後児童クラブでは障害児の受け入れを行っていますが、今後とも施設面や指導

員の対応等など受け入れ体制を整備し促進しました。 

【担当課：幼児教育課】 

 

平成２６年度の計画 平成２６年度の成果及び評価 平成２７年度の計画 

≪計画≫ 

 障害児の受け入れを行い、放課

後児童クラブについては県の補助

基準額での事業助成を行っていき

ます。 

 

≪成果・予算執行額≫ 

保育園（さくら保育園を除く）

で５人、放課後児童クラブで 7 人

の障害児の受け入れを行った。 

≪評価≫ 目標達成 

 保育所・放課後児童クラブにお

いて障害児を受け入れることによ

り、障害児と保護者の支援を行う

ことができた。 

≪計画≫ 

障害児の受け入れを行い、放課

後児童クラブについては県の補助

基準額での事業助成を行っていき

ます。 
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